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（出所） 「専修学校における先端技術利活用のためのガイドライン」（閲覧日：2024年1月26日）

https : / /pubpj t .mr i .co . jp/p j t _ re lated/senshuugakkou/t3 lo i400000006vb-at t/2022 _edu01 _02 .pdf

はじめに

 AI（Artificial Intelligence；人工知能）やロボット、IoT（Internet of Things）等の技術によって

引き起こされる技術革新は、多様な分野の事業環境に大きな変革をもたらしています。

 この変革は、様々な業界の人材に求められる知識・技能にも大きな変容をもたらしており、

個々人の知識・技能の継続的なアップデートを迫っています。

 さらに、コロナ危機は、人々の生活・行動様式に大きな変化を引き起こし、

これらの要素技術の進展をさらに加速させました。

その結果、必要となる知識・技能の変化はますます激しさを増しています。

 このような状況を踏まえると、職業教育機関としての専修学校が社会に対して担う役割は、

一層大きなものとなっており、以前よりも効果的で、実践的な教育が求められております。

 求められる知識・技能が急速に変化する中で、一部の企業はこのような変化に対応するため、

VRやAR、センシング技術等の先端技術を用いた研修を導入し始めました。

 先端技術を用いた研修は、知識・技能の効果的な習得や学習生産性の向上が期待されており、

専修学校においても、積極的な利活用が期待されています。

社会を取り巻く状況
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（出所） 「専修学校における先端技術利活用のためのガイドライン」（閲覧日：2024年1月26日）
https : / /pubpj t .mr i .co . jp/p j t _ re lated/senshuugakkou/t3 lo i400000006vb-at t/2022 _edu01 _02 .pdf
「学校における先端技術活用ガイドブック（第１版）」（閲覧日：2024年1月26日）
https : / /www.mext .go . jp/content/20210623-mxt _ syoto01-100013299 _001 .pdf
「新時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最終まとめ）」 （閲覧日：2024年1月26日）
https : / /www.mext .go . jp/component/a _menu/other/deta i l / _ _ i c sF i les/af ie ldf i le /2019/06/24/1418387 _02 .pdf より作成

はじめに

先端技術は、時代によっても変わるでしょう。現代社会でも、様々な先端技術と言われるものが存在しますが、

例えば以下の技術が教育現場で活用され得るものとして挙げられます。

教育現場で活用され得る先端技術の例

VR(Virtual Reality)

仮想現実と訳される。VR技術を活用し、様々な形で作られた

現実のような世界に、利用者自身が入り込む感覚になるため、

現実では体験できないことに関し、疑似体験をすることが可

能となる。

AR(Augmented Reality)

拡張現実と訳される。現実世界の風景にデジタル情報を重ね

合わせ、実際は存在しないものを表示させたり、リアルタイム

に様々な情報を提供したりすることが可能となる。

3D画像・動画

デバイスを用いて、対象物をあらゆる角度から観察すること

が可能となる技術。学校において、VR・ARで見た3D画像を、

自宅でも画面上で確認することも可能になる。

オンライン

遠隔システムを用いて、遠隔・オンライン教育の実施、遠隔地

における教師間の意見交換等も可能とする。家庭学習等にお

いて動画等の視聴も可能となる。

センシング

マイクなどのセンサとよばれる感知器を用いて、様々な情報を

計測する技術。生徒の会話やつぶやきをデータ化したり、サー

モセンサを用いて温度を計測したり、カメラを用いて生徒の

動作を読み取ったりすることが可能となる。

学習マネジメントシステム（Learning 

Management System: LMS） 

学びをマネジメントするシステム。一般的に次のような機能が

ある。(1)学習者の登録、変更 (2)教材の登録、学習者への教

材の割り当て (3)学習履歴、進捗状況、成績管理 (4)成績集

計 (5)学習者に対するメール送信、成果物の提出 等 
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先端技術の導入により得られる効果
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先端技術の導入により、得られる可能性のある効果には下記のようなものが存在します。

先端技術の導入により得られる効果（1）

VR

得難い体験機会の確保

 高価で導入困難な設備の疑似的な体験が可能

 再現が難しい環境の疑似的な体験が可能

 危険な体験を疑似的にすることで、安全面の教育を行うことが

可能

 現場に近いシチュエーションを繰り返し練習することが可能

 一つの対象を時間的に追ったリアルな体験が可能

 同一時間における他の空間をリアルに感じることのできる

体験が可能

 遠隔でも立体物を使った実習の疑似体験が可能

リアルな学習・体験機会の教育効果向上

 授業前に活用することで、対面授業時に生徒が主体となった

学習に時間を充当可能（反転学習の機会確保・質向上）

 現場実習前に活用することで、事前に現場のイメージを持つ

ことができ、想像と実際のギャップを軽減可能

技術の精緻な理解

 従来以上に手元を精緻に観察することが可能

 プロの視点で作業を疑似体験することが可能

 自身の手技とプロの手技を合わせて表示することにより、

プロの手技との差を認識することが可能
（※外の映像を撮影・表示できるヘッドマウントディスプレイが必要）

 生徒の視点を教員が確認でき、精緻な指導・評価が可能

その他

 リアルな芸術作品に疑似的に触れることによる感性の強化

 オープンキャンパス等で活用することによる、

進路選択のミスマッチ解消
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先端技術の導入により得られる効果（2）

 実習中に手順を空間上に表示させることにより、実習を効率的に（重要な部分を集中的に）行うことが可能

 実習中に手順を空間上に表示させることにより、実習を正確に行え、作業品質が向上

 各生徒が、自分の好きな角度から対象物を確認できるため、従来よりも詳細な観察が可能

AR

 教員視点での映像を生徒に共有することで、習熟者の隣に立っているだけでは見えない／見えにくいところを

見ることができ、教員の技能をより詳細に観察することが可能

 生徒視点での映像を教員に共有することで、生徒の隣に立っているだけでは見えない／見えにくいところを

教員がリアルタイムに見ることができ、より質の高い指導や精緻な評価が可能

AR
（カメラ付スマート
グラスとの組合せ）

 対象物をあらゆる角度から観察することができるため、現場実習では見逃しがちな視点からも詳細な観察が可能

 学校においてVR・ARで見た3D画像を、自宅でも画面上で確認することにより、知識の一層の定着を促進

 2D動画に比べ、奥行等を捉えやすくなるため、事前学習等で活用することにより

実習時の作業のイメージを明確化することが可能

3D画像・動画

バーチャル空間
（主にVRとの

組み合わせを想定）

 臨場感が高くなることにより、生徒同士の議論が促進

 学校同士や学校-企業間の議論が活発になり、産学の連携体制の強化が可能

 企業の実務者がバーチャル空間上で授業できることにより、都市部と地方の教育機会の格差の低減に寄与
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先端技術の導入により得られる効果（3）

 災害等の非常時においても、学びを継続することが可能

 協働学習時における会話の履歴を残すことが可能

 時間・場所の制約を排除

オンライン

校務支援ツール
 実習環境運用（学校間の事務連絡、実習講師リソースの管理等）のために必要な事務処理を一元的に処理し、

教員の負担を軽減することが可能

AIドリル
 PBLにおける個人学習の場面で、各学習者の理解度を的確に把握するとともに、

各学習者が再確認すべき学習内容を明確化することが可能 ※PBL ： 課題解決型学習（Project Based Learning）

模型転送技術
 遠隔地でも制作物等の成果を3Dで共有可能となり、教員の精緻な評価・フィードバックが可能

その他の技術

各業界で使用
されている技術

 各業界で活用されている技術の使用方法等を就職前に修得することで、より実践性の高い人材を育成

- 建築業界 ： BIM・環境シミュレーション技術の利活用

- 観光業界 ： VRコンテンツ制作

センシング

 webカメラで捉えた受講者の顔の特徴点や、眼鏡型デバイスで把握できる視線移動等から集中度を計測することで、

eラーニングコンテンツ受講後の個別フォローや客観的な評価が可能

 webカメラで撮影した映像を基に、PBL等における議論への参画度や貢献度を可視化することにより、

より深い議論や、議論への積極的な参加、客観的な評価を促進

※BIM ： Building Information Modelingの略。コンピュータ上に作成した主に3次元の

形状情報に加え、室等の名称・面積、材料・部材の仕様・性能、仕上げ等、建築物の属性情報を併

せ持つ建物情報モデルを構築するシステム。（出所：「建築BIMの将来像と工程表」（国土交通省）

（https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/content/001351969.pdf）
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取組事例で見られた効果

「再現が難しい環境の疑似的な体験」

VR技術を活用し、360°視野で傷病者が病院に搬入され

る際の医療処置から病院内の現場の様子まで疑似体験す

ることが可能な学習コンテンツを開発。

（株式会社ジョリーグッド）

取組事例での検証結果

 アンケートの結果、VR技術を活用して学習した生徒群

はそうでない生徒群と比較して、「病態の理解ができ

た」、傷病者が病院に搬入される際の業務内容（救急隊

から病院への引継ぎ）についても、学習内容を「理解で

きた」という回答が多かった。

「自身の手技とプロの手技を合わせて表示すること
により、プロの手技との差を認識」
「教員視点での映像を生徒に共有することで、教員
の技能をより詳細に観察」

AR、VR技術を活用し、XRゴーグルに半透明で投影され

るスタイリストの動きと生徒本人の動きを重ね合わせなが

らスタイリスト視点で繰り返し施術を練習できる。

（河原ビューティモード専門学校）

取組事例での検証結果

 実証授業実施後のカットの実技評価において、従来よ

りも採点結果が向上した。

 アンケートの結果、学習意欲や知識・スキルの習得実感

が高まった。

「対象物をあらゆる角度から観察することができるため、現場実習では
見逃しがちな視点からも詳細に観察」

360°動画とマルチアングル動画を併用したコンテンツにより、生徒が現場実習

前に現場（フィットネスクラブ、保育所等）で必要な観察力を育成。また、アイトラッ

キング技術が搭載されたHMDで集中度（目の見開き具合）及び視線の動きを計

測し、生徒の状況を定量的に把握。（三幸学園 東京リゾート&スポーツ専門学校）

取組事例での検証結果

 360°動画とマルチアングル動画を複数回視聴した生徒の学習成果が最大

1.2倍となった。また、学習理解度が高い生徒のうち、業務イメージが醸成さ

れたとの回答がアンケートで90％以上、業務イメージが醸成された生徒の

85％以上が実習で学習内容が活かせたと回答した（保育）。

 実習後アンケートの結果、先端技術を活用した生徒群はそうでない生徒群と

比較して現場で「主体的に動いて観察すること」「利用者の状況を把握するこ

と」（スポーツ）、「理由を考えながら観察すること」「園児にかける言葉を工夫

すること」（保育）を意識できた。

 360°動画をHMDで受講した際に視線の動き方を矢印で示すこと（視線誘

導）により、生徒の視線と模範視線との平均乖離距離が約20～50%減少（保

育）。より効果的な教材作成の知見を蓄積した。

前ページのうち、本冊子の掲載事例で検証された効果の一部は下記のとおり。

授業の中で生徒の観察中の集中度
（目の見開き具合）と視線移動距離
を計測し没入度の算出・視線移動の
計測に挑戦した。

（出所）グラフは三幸学園よりご提供。吹き出し等

のオブジェクトは、三幸学園ご提供資料を基に、

三菱総合研究所で追記。
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「専修学校における先端技術利活用実証研究」の

取組事例

※ 各事例のページに記載のQRコードより、事例に関する成果物等が掲載されたHPへアクセスが可能です。
なお、各HPは２０２４年1月31日時点で閲覧したものとなっておりますのでご留意いただけますと幸いです。
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産学連携の活発化に向けた協働学習支援ツール等の
活用（１）

導入した先端技術の特徴

遠隔・オンライン教育システムにより遠隔地から授業の受講が可能

 遠隔地にいる実務家教員による授業を受講することができる。

 ライブ映像も録画映像も配信することができる。

 個人やグループで取り組んだ中間成果物を保存することができる。

AR、VR技術を活用した協働学習支援ツールにより学習支援が可能

 学習時間の記録や授業のスケジュールないしグループごとの協働

作業のスケジュール等を設定・表示し、学習計画の支援ができる。

 AR、VR技術による会議システムで、臨場感のある形で生徒間で

の議論ができる。

センシング技術により生徒の視点の動きや発話量のデータを集積

 画像や音声等のセンシング技術により、オンラインによるグループ

学習における生徒の視点の動きや発話量に関するデータを集積す

ることができる。

概要

産学連携の活発化に向けた交流プラットフォームを構築

IT系専修学校におけるシステム開発系の授業では、企業等から実務

家教員を派遣することが多いため、企業連携の促進は重要である。

しかし、実務家教員は大都市にいることが多く、地方にある専修学校

では実務家教員を確保することが困難である。また、授業は、グルー

プ学習の形態が多く、教員は、グループ学習での生徒の学習プロセ

スを把握することが困難である。

本取組では、協働学習支援ツール、遠隔・オンライン教育システム、セ

ンシング技術の活用により、教員が生徒の学習のプロセスと成果の

両方を踏まえてグループ学習の評価をできるだけではなく、遠方に

いる実務家教員と連携しやすくする交流プラットフォームを構築した。

これにより、産学連携の活発化を目指す。

実施機関 一般社団法人安全安心社会構築教育協会

他分野の専修学校で想定される利活用

グループ学習等において成果だけでなくプロセスを評価したい場

合に活用が可能

グループ学習や実習等において成果だけでなくプロセスを評価した

い場合に協働学習支援ツールやセンシング技術の活用が有効であ

る。これらの技術により教員はどこにいても生徒の学習プロセスを

把握することができるため、学習成果だけでなくプロセスも評価を

することができる。また、生徒の学習活動の負荷も把握することが

でき、教員の授業運用管理の示唆にもつながる。

生徒 教員

教室教室

PC

企業企業

講師

センシング

生徒

センシング

PC PC PC

協働学習支援ツール

遠隔・オンライン教育システム
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産学連携の活発化に向けた協働学習支援ツール等の
活用（2）

工業分野 【情報処理】分野名 【職種名】

実習・演習（学校内）/実習・演習（学校外）利用シーン

具体的な授業の流れ

協働学習支援ツール等を活用した卒業教育でのPBL授業

▼ 生徒は、卒業教育でのPBL授業に関するガイダンスを受講し、課

題・背景を把握する。

▼ 開発対象であるシステムの要件、設計を明確にする。

▼ グループ学習の場合、生徒はグループに分かれ、VR・センシング等

を活用し議論しながら、成果物の作成に向けて議論する。

▼ 成果物を遠隔オンライン教育システムにアップロードし、バーチャル

空間上でプレゼンテーションを行う。

実施機関 一般社団法人安全安心社会構築教育協会

技術導入前の現状

グループ学習の評価が学習成果に偏重する傾向

 グループ学習では、生徒の参加状況といった学習プロセスの把握が

困難。そのため、学習成果に基づいて評価せざるを得ない状況。

産学連携が必要だが、実務家教員と連携することが困難

 学校単独で技術革新の動きを捉えながらIT教育プログラムを継続的

に開発することに限界があるため、実務家教員の確保が必要。

 しかし、地方へ赴く移動時間が原因で地方の専修学校では大都市に

偏在している実務家教員の確保が困難。

先端技術の有効性

学習プロセスの把握により学習過程の評価が可能

 遠隔・オンライン教育システム、協働学習支援ツール、センシング技術

の活用により、学習のプロセスと成果を踏まえた学習評価が可能。

 センシング技術の活用により、グループ学習に積極的な生徒とそうで

ない生徒の可視化が可能に。教師による生徒へのフォローだけでなく、

生徒自らの学習態度の変容を与えるきっかけとなる。

先端技術の組み合わせにより産学連携が促進

 協働学習支援ツールと遠隔・オンライン教育システムの併用により、

企業や他校との合同授業の実施が可能。そのため、産学連携をしな

がらIT教育プログラムを継続的に開発することが可能。

 遠隔・オンライン教育システムの活用により、実務家教員による授業

機会が増え、産学連携が促進。

(左）バーチャル空間上でグループ学習を行っている様子。

（右）バーチャル空間上でプレゼンテーションをしている様子。

(出所）一 般 社 団 法 人 安 全 安 心 社 会 構 築 教 育 協 会 よりご提供
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概要

オンラインによる環境共生住宅の効果的な設計演習が実現

建築・まちづくり分野では、環境の実態（熱の伝わり方、風の流れ、太陽

の高度等）を感覚的に捉えて環境共生住宅を設計していた方法を改善

すべく、AR、MR（Mixed Reality）、VR等の先端技術を活用する企業

が増加傾向にあり、これに対応した教育の実施が求められている。また、

コロナ禍の状況を踏まえると、環境共生住宅を設計する既存の演習授業

をオンラインで行う必要があるが、対面授業と同等の体験的な学び（体

験モード）や、自らの経験を踏まえて深く考える学び（内省モード）の往

還は困難である。

そこで、オンライン上で体験モードと内省モードを往還しながら住宅設計

の演習授業を行うために、AR、VR技術等を用いたバーチャル空間技術

や環境シミュレーション技術等を活用した体験型の教育プログラムを開

発。これらの技術により、学校外から設計演習の授業に参加しても十分

な教育効果を得られることが期待できるうえ、技術を活用している企業

のニーズにも応えることも可能となる。

オンラインでの住宅設計の演習を可能にする
AR、VR技術活用（１）

実施機関 学校法人片柳学園 日本工学院八王子専門学校

他分野の専修学校で想定される利活用

オンライン上で体験型授業を実施したい場合に活用可能

オンライン上で、対面授業と同等の体験型授業を行いたい場合に、

バーチャル空間技術やVR技術の活用が有効である。生徒には、これ

らの技術を使った授業での体験を踏まえて、自ら深く考えることが

できるような機会を与えることができる。こうした、体験モードと内

省モードを往還した授業により、知識に対する理解度や実践力の向

上・定着が期待できる。

導入した先端技術の特徴

バーチャル空間の活用で遠隔地との交流や授業の実施が可能

 バーチャル空間上のキャンパスを介して、遠隔地にいる教員や生

徒が一斉に交流したり、授業を実施したりすることができる。

 VRを活用することによって、本体験をよりリアルに体験すること

ができる。

データ活用により都市活動のシミュレーションや分析が可能

 様々な都市活動のデータを、3D化された都市モデルに統合する

ことで、都市活動のシミュレーションや分析を行うことができる。

（3D都市空間情報プラットフォーム（PLATEAU））

環境シミュレーション技術により環境の実態の可視化が可能

 AR、VR技術を活用した環境シミュレーションアプリで特定の場所

や時間を指定することで、熱の伝わり方、風の流れ、太陽の位置等

を可視化することができる。

バーチャル空間技術

自校 他校他校
※全ての機器を教員も併用

AR/VRコンテンツ / 
環境シミュレーション技術

HMD PC
スマートフォン

生徒 教員

PC

教員

AR/VRコンテンツ / 
環境シミュレーション技術

HMD

スマートフォン

生徒
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オンラインでの住宅設計の演習を可能にする
AR、VR技術活用（2）

工業分野 【建築・まちづくり】分野名 【職種名】

実習・演習（学校内）利用シーン

具体的な授業の流れ

AR、VR等を活用したオンライン型の環境共生住宅設計の演習

▼ 生徒は、授業前に専用アプリを使用したバーチャルキャンパスで遠隔

地から参加している他校の教員や生徒と交流する。

▼ 環境に関する講義の後、生徒は環境共生住宅のパターンランゲージ
※をまとめたウェブアプリやカードを利用し、ゲーム感覚で環境共生

住宅の設計手法を学習する。

▼ 講義の途中で複数の体験型の環境シミュレーション技術（実空間の

3Dモデルを利用した風・熱の可視化等）や、3D都市空間情報プラッ

トフォーム（PLATEAU）を活用した都市シミュレーションを体験する。

▼ 体験終了後、グループで環境共生住宅のコンセプトに関するグルー

プワークを実施する。

▼ 生徒は、パターンランゲージをまとめたカードを利用し、個々に考え

た環境共生住宅のコンセプトを、ワークシートに文章とイラストでま

とめる。
※ パターンランゲージ：住宅設計の際の実践における優れた経験則を言語化したもの。

技術導入前の現状

環境共生住宅の設計に必要な環境の実態理解が感覚的

 熱の温度分布、風の流れ、太陽の高度等を可視化できないため、感覚

的に環境の実態を理解しながら環境共生住宅を設計。

オンライン授業では、対面授業に比べ実践力の育成が困難

 オンライン授業では、建築・まちづくり分野の企業で既に導入されている

先端技術（AR、VR等）を活用した実践性の高い授業が困難。

 環境共生住宅の設計演習に関するオンライン授業は、対面授業に比べ、

生徒が体験モードと内省モードを往還することが難しく、環境共生住宅を

設計する際の効果的な能力育成が困難。

先端技術の有効性

環境の実態の可視化で環境共生住宅の精緻な設計が可能

 環境シミュレーション技術の活用により、熱の温度分布、室内外の風

の流れ、太陽の高度等の可視化ができ、環境の実態を把握した上で環

境共生住宅の設計が可能。

様々な先端技術の活用により対面授業と同等の学びが可能

 バーチャル空間技術、AR、VR技術等の活用により、同じ空間にいる

ような感覚で、遠隔地にいる教員・生徒間と交流・議論することが可能。

体験や他者との議論を通して、能動的で深い学びを実現。

 VR技術の活用により、オンライン授業であっても対面授業と同等の体

験型学習が可能となった。このことから、既存の学習法が苦手な生徒

に対する学びの選択肢が提供可能。

実施機関 学校法人片柳学園 日本工学院八王子専門学校

(左）バーチャル空間上のキャンパスで全国5カ所の専門学校の教員と生徒が集合している様子。

（右）環境シミュレーションアプリで教室から太陽の位置を確認している様子。

(出所）学 校 法 人 片 柳 学 園 日 本 工 学 院 八 王 子 専 門 学 校 よりご提供
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公平かつ個別最適な
学びの促進に向けたAR技術活用（1）

概要

自動車の中の構造を可視化し、公平かつ個に応じた学びを実現

自動車整備士系の専修学校では、数の限られた大型実機をグループ

で観察することが多く、生徒の任意の角度から実機を観察すること

が困難である。また、自動車の構造について学習する際、自動車部品

を自動車から取り外した状態で観察するため、その部品の動きを立

体的に理解することが困難である。

そこで、AR技術を活用した学習コンテンツを開発した。これにより、

生徒はタブレット端末の画面上で任意の角度から大型実機や自動車

部品を360°観察することができる。また、いつでも・どこでもタブ

レット端末の画面上で三次元の大型実機や自動車部品を観察できる

ことにより、個人学習における学習補助教材として活用することがで

きる。さらにAR教材は多言語化し、留学生の学習支援を実施した。

本取組により、国籍・言語問わず、生徒全員に公平な情報の提供を可

能にするとともに、個に応じた学びの促進を目指す。

実施機関 学校法人小山学園 専門学校東京工科自動車大学校

他分野の専修学校で想定される利活用

数の限られた実習機材を利用しながら多数の生徒に公平な学習機

会を設けたい場合の活用可能

数の限られた実習機材を複数の生徒で観察する授業においてAR

技術の活用が想定される。AR技術により、機材の全体から細部に

至るまで、タブレット端末上で任意の角度で観察することができる。

また、いつでも・どこでも視聴することができるため、生徒の予習や

復習のための学習補助教材として活用することも有効である。

導入した先端技術の特徴

AR技術により360°任意の角度から自動車部品等の視聴が可能

 生徒はタブレット端末の画面上で大型機材や自動車部品を360°

任意の角度から視聴することができる。また、指で動かすことで自

動車部品等の角度を変えることができ、自由に視聴が可能である。

AR技術により自動車部品の動きを立体的に再現することが可能

 タブレット端末の画面上で自動車部品の立体的な静止画を表示さ

せたり、動きの仕組みを3D動画で再現させたりすることができる。

AR技術によりテキスト化・音声化された説明を確認可能

 タブレット端末の画面上で大型機材や自動車部品に関する解説を

テキスト表示または音声で確認することができる。

ARコンテンツ

生徒

教室

タブレット

(出所）学校法人小山学園 専門学校東京工科自動車大学校よりご提供
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公平かつ個別最適な
学びの促進に向けたAR技術活用（2）

工業分野 【自動車整備士】分野名 【職種名】

講義/実習・演習（学校内）利用シーン

具体的な授業の流れ

AR技術を活用した自動車の構造に関する授業

▼ ①生徒は、教員による解説を聞きながら教科書で自動車の構造と

自動車部品の役割について学習する。

▼ ②生徒は、AR技術を活用した学習コンテンツが内蔵されたタブ

レット端末を使い、学習した自動車部品の全体像を確認しながら、

その部品の位置を自動車のボンネットを開けて確認する。

▼ ①と②を学習する自動車部品ごとに繰り返す。

▼ 小テストで知識の理解度を確認する。

技術導入前の現状

グループ形式の授業により観察のしやすさに差異

 大型機材や自動車を用いる学習ではグループ形式で機材や自動車

を囲みながら学習するため、生徒の間で観察のしやすさに差異。

自動車部品の動きの理解が困難

 自動車部品の実物を見て学習する際は、自動車から取り外した状態

で観察するため、その部品の動きを立体的に理解することが困難。

先端技術の有効性

生徒全員に公平な情報の提供が可能

 AR技術を活用した学習コンテンツにより、生徒は大型機材や自動

車部品を任意の角度から視聴が可能。また、教員が見せたい大型機

材や自動車部品の詳細部分を生徒全員が同時に視聴できるため、

公平な情報の提供が可能。

 またAR教材の多言語化により国籍・言語を問わず情報提供が可能。

自動車の中の構造と自動車部品の動きをいつでも学習可能

 AR技術を活用した学習コンテンツにより、自動車部品の動きを3D

のシミュレーション映像で学習できるため、自動車の中の構造と自

動車部品の動きの理解が促進。

 また、いつでも・どこでも、自動車部品を三次元で観察しながら学習

が可能なため、生徒は予習や復習といった個人学習の学習補助教

材としても活用が可能。

実施機関 学校法人小山学園 専門学校東京工科自動車大学校

（左）タブレット端末に投影されている自動車部品の全体像と自動車に組み込まれている自動車

部品を見比べている様子。

（右）自動車部品の全体像をタブレット端末で学習している様子。

(出所）学 校 法 人 小 山 学 園 専 門 学 校 東 京 工 科 自 動 車 大 学 校 よりご提供
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一層の現場経験機会を確保するための
VR技術活用（１）

導入した先端技術の特徴

VR技術により現場の様子を疑似体験することが可能

 VRゴーグルを装着することで、動物病院内を現場に近い状況で

疑似体験することができる。

VR技術により任意の角度から繰り返し観察が可能

 動物病院における手術の様子を360°撮影することで、生徒は任

意の角度から診療補助や手術補助の仕方、罹患動物の扱い方等

を観察することができる。

 3D動画により、現場の様子や罹患動物を再現度高く、繰り返し観

察することができる。

概要

臨床環境に近く、再現度の高いVR教材で現場の理解を促進

動物看護系専修学校では、健康な動物のみを飼育しているため、生

徒が就職前に罹患動物に触れる機会が少ないケースが一般的であ

る。また、現場で使用されている高額な検査機器も校内にないこと

が多く、生徒は高額な検査機器を使った学習が困難である。

そこで、VR技術を活用した学習コンテンツを開発。VR教材により罹

患動物の扱い方や高額な検査機器の操作方法を繰り返し学ぶこと

ができる。また、この学習コンテンツを繰り返し使うことにより、一層、

動物の扱い方等に関する理解を促進することができる。

本取組により、臨床環境の理解を促進し、生徒の即時対応力の向上

を目指す。

実施機関 株式会社穴吹カレッジサービス

他分野の専修学校で想定される利活用

高額な設備が必要な実習や、現場の再現が難しい実習、現場経験機

会の一層の確保が必要な実習を行う場合に活用可能

動物看護分野に限らず、高額な設備が必要な実習や、現場の再現が

難しい実習（本事例の場合は罹患動物に触れる機会の確保）、一層

の現場経験機会の確保が必要な場合にVR技術を活用し、現場を疑

似体験することが想定される。VR技術により、臨場感を感じながら

現場を疑似体験することが可能になるだけではなく、生徒は任意の

角度から学習することも可能である。そのため、生徒の現場におけ

る即時対応力を向上することにつながる。

VRコンテンツ

生徒

HMD

教室

(出所）株式会社穴吹カレッジサービスよりご提供

本事例
詳細はこちら
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一層の現場経験機会を確保するための
VR技術活用（2）

農業分野【動物看護】分野名 【職種名】

講義/実習・演習（学校内）利用シーン

具体的な授業の流れ

VR技術を活用した動物の心肺脳蘇生法（CPCR）の実践授業

▼ 教員は、CPCRの説明及び作業手順について配布資料を使用しな

がら説明する。（事前学習）

▼ 生徒は、2人1組でタオルを使用しながらCPCRの練習を行う。

▼ CPCRの解説動画（2D）を視聴する。

▼ 2D動画の視聴を踏まえて、再度2人1組でタオルを使用しなが

らCPCRの実践練習を行う。

▼ VRゴーグルを装着し、任意の角度から細かなCPCRの仕方を

確認する。
※通信環境によって動画が視聴できない場合があるため、授業が円滑に進むようゴーグル本

体に動画データを入れておくと良い。

技術導入前の現状

就職前に罹患動物に触れた実習が困難

 校内では健康な動物のみ飼育しているため、就職前に罹患動物に

触れた実習の実施が困難。

手術実習や高額な検査機器に関する体験学習の不足

 手術実習（診療補助や手術補助）の体験回数に制約。また、学校には

ないCTやMRI等の高額な検査機器に関する学習が困難。

動物の扱い方について教員の手本を見様見真似で学習

 動物の体勢、手の置き方（保定法）に関する学習では、教員の手本を

見様見真似で学習。

先端技術の有効性

現場に近い体験学習により即時対応力が向上

 VR教材の活用により、罹患動物を再現度高く観察でき、現場に近

い体験学習が可能なため、現場での即時対応力が向上。

手術実習や高額な検査機器に関して繰り返し学習が可能

 VR教材の活用により、繰り返し手術実習の様子を視聴可能。また、

校内で高額な検査機器に関する体験学習が可能となり、臨床環境

への理解が促進。

観察しにくい箇所の観察ができ、一層動物の扱い方の理解が促進

 VR教材の活用により、保定法で観察しにくい箇所の観察が可能と

なり、動物の扱い方の理解が促進されるほか、学習意欲も向上。

実施機関 株式会社穴吹カレッジサービス

（左）タオルを使用しながらCPCRの練習をしている様子。

（右）VRゴーグルを装着し、任意の角度からCPCRの仕方を学習している様子。

(出所）株式会社穴吹カレッジサービスよりご提供

本事例
詳細はこちら
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暗黙知の伝達や可視化のためのAR技術及び
3D動画活用（1）

導入した先端技術の特徴

AR技術によりAR空間上で農作業の解説や範例を見ながら作業が

可能

 AR空間上に農作業の解説や様々な作物の状態を映した画像（範

例写真）を投影することができるため、生徒は実習中に範例写真

を見ながら作業することができる。

 また、農作業に関する解説を外国語でも投影することができる。

カメラ機能により作物と作業の状況を確認し、共有が可能

 ARグラスに付いているカメラにより、生徒(ARグラス装着者)の

手元の動きや視点を録画をすることができ、教員は生徒に作業の

詳細を解説するとともに、他の生徒とその状況を共有できる。

 録画された画像をその場で確認し、ポイントを書き加えられた画

像を教員(オペレーター)と生徒(ARグラス装着者)が共有するこ

とで、離れている人同士で体験を共有し、学びにつなげることが

できる。

概要

可視化された農作業の学習で、多様な人材の育成が可能

農業業界では、多様な人材（時間に制約のあるパート、日本語に不慣

れな外国人実習生、シルバー世代、障がい者等）に対応した人材育成

の学習コンテンツの開発が求められている。

しかし、具体的な農作業の方法は言語化、文章化が難しい。例えば、

作物の状態の見極め判断を、生徒は暗黙知として習得していく必要

がある。また、圃場（ほじょう※）での実習は天候等の外部条件に左

右されやすい。

そこで、ARグラス及び3D動画を活用し、視覚的に農作業を学習で

きるコンテンツを開発。現場で農作業の解説を聞いたり、範例を確認

しながら作業したり、3D動画を使って農作業の学習をしたりするこ

とで、農作業の一連の業務工程や具体的な作業内容を理解できる。

将来的には、多様な人材の育成に対応した学習コンテンツとしても活

用し、農業人材の確保への貢献を目指す。
※圃場：農作物を栽培するための場所のこと。

実施機関 学校法人国際総合学園 新潟農業・バイオ専門学校

他分野の専修学校で想定される利活用

業務の具体的な方法の言語化や文章化が困難な場合に活用可能

業務の具体的な作業のコツを言語化、文章化しづらい場合に、AR

技術や3D動画の活用が想定される。AR技術や3D動画により生徒

は模範となる作業の映像や画像を見ることができ、視覚的に具体的

な作業のコツを理解することができる。そのため、日本語に不慣れ

で言語の壁がある人材等に対応した学習コンテンツとしても活用が

期待される。生徒 教員教室・農場

ARグラス

業務支援アプリ
ARコンテンツ/3D動画

PC

本事例
詳細はこちら

A
R

オ
ン
ラ
イ
ン

A
I

そ
の
他

L
M
S

V
R



Copyright © Mitsubishi Research Institute 21

暗黙知の伝達や可視化のためのAR技術及び
3D動画活用（2）

農業分野 【農作従業者】分野名 【職種名】

講義/実習・演習（学校内）/実習・演習（学校外）利用シーン

具体的な授業の流れ

AR及び3D動画を活用し、圃場（ビニールハウス）でのトマト栽培を

管理する作業を習得するための授業

▼ 生徒は、教室でトマト栽培を圃場で管理する際の主な作業項目を

3D動画で学習する。（1コマ目）

▼ 生徒は、ビニールハウスにおける実習で、ARグラスを装着しながら

トマトの状態を把握するための観察方法を学習し、ARグラスに投

影されているトマトの株と似た状態のトマトの株をグループで探す。

（2コマ目）

▼ 生徒は、ビニールハウスにおける実習で、ARグラスを装着せずに、

2回目の実習を振り返りながら、個人でトマトの状態を把握したり、

トマトの収穫量を計測したりする。（3コマ目）
※授業構想の一例を掲載。

※本授業での圃場はビニールハウスを指す。

技術導入前の現状

圃場での実習が天候等の外部条件に左右

 天候や生育状況によっては圃場での作物の栽培方法の実践的な学

習ができないため、農作業の全工程を学習することが困難。

実習時の作物の状態の見極め判断に迷いが発生

 作物の状態を管理する作業は、毎回作物の生育状況や条件が異な

るため、熟練者の暗黙知による部分が大きく、作物の状態を見極め

る方法の言語化、文章化が困難。生徒は見極め判断時に迷いが発生。

各作業の具体的な作業内容の理解が困難

 教科書は、農作業の基本的な工程を理解するために使用され、各工

程の具体的な作業内容の習得は実習に依存。

先端技術の有効性

どこにいても圃場の臨場感を体験可能

 3D動画を活用した圃場の臨場感のある動画により、どこにいても

作物の栽培方法を実践的に学習することが可能。

作物の状態を見極める判断力が向上

 3D動画では、作物の生育状態や作業の手法を立体的に確認、何度

も確認できるため、作物の状態を見極め、判断する力が向上。

具体的な作業指示の理解が容易

 AR技術と3D動画で各工程の具体的な作業方法を視覚的に、リア

ルタイムで確認でき、作業指示の理解が容易。

実施機関 学校法人国際総合学園 新潟農業・バイオ専門学校

(左） スマートフォンを利用したVRゴーグルに映し出される3D動画の一コマを2Dで表現。

（真ん中） ARグラスを装着した際、AR空間上に範例写真が投影されているイメージ。

（右） ARグラスを装着しながら、作物の観察方法を学習している様子。

(出所）学 校 法 人 国 際 総 合 学 園 新 潟 農 業 ・ バ イオ 専 門 学 校 よりご提供

本事例
詳細はこちら
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質の高い安定的な現場実習機会を確保するための
VR技術活用（１）

導入した先端技術の特徴

遠隔VR授業システムとVRコンテンツによりVRゴーグルを使用した

自宅学習が可能

 複数のVRゴーグルを教員用のタブレット端末で一括に遠隔操作

をすることができる。

 遠隔VR授業システムを既成のリモートサービスと組み合わせるこ

とで、VRゴーグルを使用した自宅学習をすることができる。

視点情報の集積システムにより生徒の視点の動きを把握可能

 VRゴーグル装着時の生徒の視点の動きの情報を記録し、集積す

ることができる。

VR技術により現場の疑似体験が可能

 医療現場をVRコンテンツで視聴することができるため、現場を疑

似体験することができる。

概要

生徒全員に質の高い安定的な現場実習の機会を提供

救急救命士養成施設では、臨床実習を行うために必要な教育資材や

実施環境の施設間の格差がある。また、感染症拡大により病院での

実習が行えないなどの制限が生まれている。

そこで、VR技術を活用し、360°視野で傷病者が病院に搬入される

際の医療処置から病院内の現場の様子まで疑似体験することが可能

な学習コンテンツを開発中。教員用のタブレット端末で複数台のVR

ゴーグルを一括コントロールすることが可能なため、VR機器さえあ

れば自宅での学習も可能である。さらに、生徒全員が普段目にする

ことのできない緊急症例や処置について学習することができる。

本取組により、新しい生活様式の環境下においても、生徒に質の高

い実習機会を安定的に提供し、十分な臨床実習の経験を持った人材

の育成に寄与する教育プログラムの構築を目指す。

実施機関 株式会社ジョリーグッド

他分野の専修学校で想定される利活用

何らかの理由で現場実習が実施できない場合に活用可能

新型コロナの影響等の理由で現場実習が実施できない場合にVR

技術を活用し、現場実習でしか経験できない学習内容を補完するこ

とができる。また、遠隔VR授業システムも活用することで、生徒は

どこにいても現場実習を疑似体験することが可能である。その結果、

安定的かつ質の高い現場実習機会を確保することができる。

生徒 教員

タブレット

教室
生徒

自宅 施設等
講師

タブレット

VRコンテンツ VRコンテンツ

HMD HMD

遠隔VR授業システム
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質の高い安定的な現場実習機会を確保するための
VR技術活用（2）

医療分野 【救急救命士】分野名 【職種名】

実習・演習（学校内）利用シーン

具体的な授業の流れ

VR技術を活用した外傷初期診療の診療過程やチーム医療のあり方

に関する授業

▼ 生徒は、VRゴーグルを装着する際の注意点や360°視野で医療現

場を観察するポイントを教員の説明により学習する。

▼ ①VRゴーグルを装着し、傷病者が高度救命救急センターに搬入

されてからの初期対応やチーム医療に関するVR動画を視聴す

る。

▼ ②生徒同士で振り返り（質問・ディスカッション・解説）を行う。

▼ ③生徒は再びVRゴーグルを装着し、チーム医療のあり方に関す

るVR動画を視聴する。

▼ ④生徒同士で振り返り（質問・ディスカッション・解説）を行う。

（①～④を複数回繰り返す）

▼ 最後に、授業全体のまとめを行う。

技術導入前の現状

現場実習での臨床経験を通じた体験的な理解が不可欠
 教科書やビデオ動画のみでは、本来学ぶべき症例とその対応を実

践的に学習することが困難であり、現場実習での臨床経験を通じた

体験的な理解が不可欠。

 新型コロナの影響で病院実習が中止となる場合、教室もしくは自宅

環境下で現場実習と類似した学習の経験が困難。

各養成施設での学習経験のばらつきにより生徒の学習経験に格差

 各養成施設で、実習機器の整備状況や、実習先の受入状況、緊急症

例の学習経験にばらつきが存在。その結果、生徒の学習経験に格差

が発生。

先端技術の有効性

いつでも、どこでも現場実習で学ぶべき症例を網羅的に学習可能

 VRコンテンツの活用により、様々な症例を疑似的に学習できるた

め、現場実習で学ぶべき症例を網羅的に学習が可能。

 また、遠隔VR授業システムの活用により、自宅環境下の学習にも対

応可能。

現場での実践力の向上に加えて、症例の知見も拡大

 VRコンテンツの活用により、養成施設にない実習機器や消防機関・

病院等の実習現場を疑似体験でき、現場での実践力が向上。

 また、経験する機会が得難かった緊急症例を生徒全員が学習するこ

とが可能なため、症例の知見の幅が拡大。

実施機関 株式会社ジョリーグッド

(左・右）VRゴーグルを装着して傷病者の初期対応に関するVR動画を視聴している様子。

(出所）株 式 会 社 ジ ョ リ ー グッ ド よりご提供

本事例
詳細はこちら
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生徒の主体的な学びの促進に向けたVR技術活用（１）

導入した先端技術の特徴

VR動画により、没入感を感じながら医療現場の様子を疑似体験す

ることが可能

 360°映像で病院内の様子や看護師の視点で看護師の業務内容

を疑似体験することができる。

 また、VR技術に得られる没入感により、教科書での学習では想像

がしにくい医療現場の雰囲気を体感することができる。

VR技術により、看護師視点での学習、生徒の実践状況把握が可能

 VRゴーグルを装着することで、生徒は、医療現場での看護師と生

徒自身の双方における視点の動かし方の差異を確認することがで

きる。

 また、教員は、生徒がVRゴーグルを装着している時の視点の動

きをタブレット端末で確認することができるため、生徒が見落と

しがちな患者の観察箇所等を把握することができる。

概要

VR技術とデブリーフィングの組み合わせで主体的な学びを促進

看護師養成施設では、従来からシミュレーション教育が行われており、

生徒の気づきや発見を促すデブリーフィング（振り返り）を通して、生

徒の主体的な学びの促進を目指している。

しかし、デブリーフィングは教員の力量が問われやすく、学習効果に

差が生じやすい。また、医療安全や患者に対するコンプライアンス意

識の高まり等に伴い、生徒の現場経験の機会が減少しており、医療

現場で必要とされる観察能力や思考力の育成が困難である。

そこで、VR技術を活用することで、生徒が実践的に患者等を観察で

きるシミュレーション型の学習コンテンツを開発。これにより、生徒は

医療現場での動きについて学習することができる。

本取組は、VR技術とデブリーフィングを組み合わせることで、生徒

の主体的な学びの促進を目指す。

実施機関 株式会社京都科学

他分野の専修学校で想定される利活用

生徒の主体的な学びを促進したい場合に活用可能

シミュレーション教育をより臨場感のある形で、効果的に行うため

に、VR技術を活用できる。

360°視野のVR動画を活用し、どのような視点で現場を観察、対応

すればよいかを検討させ、デブリーフィングを行うことで、生徒の主

体的な学びを促進することができる。

VRコンテンツ

生徒

HMD

教室

本事例
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生徒の主体的な学びの促進に向けたVR技術活用（2）

医療分野 【看護師】分野名 【職種名】

実習・演習（学校内）利用シーン

具体的な授業の流れ

VR技術を活用した病室内の観察方法を学習する授業

▼ 生徒はVR動画の視聴前に、プレブリーフィング（座学）を行い学習。

▼ 生徒はVR動画に慣れるための動画コンテンツを視聴し、首を回し

ながらVR動画を視聴する方法を体験する。

▼ 生徒はVRゴーグルを装着し、病室内の場面のVR動画を視聴しな

がら、病室にいる患者の身の回りを観察する。

▼ グループでデブリーフィングを行い、何が見えたか、何に気づいた

か等について話し合う。

▼ 生徒は再度VRゴーグルを装着し、看護師が患者と話す場面のVR

動画を視聴し、会話の様子を観察する。

▼ 再度グループでデブリーフィングを行い、看護師が何を考えていた

か、何を観察していたか等について話し合う。

※VR視聴の前後にプレブリーフィングとデブリーフィングを行うことで、単なるVRの体験授

業にならないようにすることが重要。

技術導入前の現状

教員の業務負担と力量により生徒の主体的な学びの促進が困難

 主体的な学びを促進するための教育を導入したい教員が多いが、

教材の開発及び準備により、業務負担の増加を懸念。

 また、デブリーフィングを使用した教授方法では教員の力量により

教育効果に差が生じやすいため、主体的な学びの促進が困難。

医療現場で必要とされる観察力や思考力の育成が困難

 患者の在院日数の短縮や新型コロナの影響により現場実習が中止

となること等に伴い、現場経験できる機会が減少。そのため、実習

先の滞在期間や患者との対面機会が減少し、現場で必要される観

察力や思考力の育成が困難。

先端技術の有効性

生徒の主体的な学びを促進しながら教員の業務負担を軽減

 VR教材の活用により、 教材作成時間が削減し、校内実習での準備・

後片付けが不要なため、教員の業務負担が軽減。

 VR動画で、生徒は収集したい情報を意識しながら医療現場を観察

し、その結果をデブリーフィングすることで、主体的な学びが促進。

患者の観察や患者との関わり方の理解が促進

 VR技術により、現場実習の疑似体験が可能となり、実習時のギャッ

プが軽減。患者観察の注意点や患者との関わり方等の理解が促進。

再現性の担保が可能

 同じ場面が提供可能なほか、模擬患者等の人材養成が不要になる。

実施機関 株式会社京都科学

(左）VRゴーグルを装着して病室内の場面のVR動画を視聴している様子。

（右）VR動画視聴後にグループ学習での体験を教員が板書している様子。

(出所）株 式 会 社 京 都 科 学 よりご提供
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手元の見える化を可能にするスマートグラスの活用（１）

導入した先端技術の特徴

スマートグラスにより口腔内を処置している手元の観察が可能

 スマートグラスに付いているカメラで教員が口腔内を処置してい

る手元の様子を生徒はモニターから観察することができる。

 また、生徒がスマートグラスを装着することにより、教員はモニ

ターで生徒全員の様子を一斉に確認することができる。

スマートグラスによりハンズフリーで作業が可能

 AR技術で目の前に手順や指示の情報を投影することができるた

め、ハンズフリーで作業することができる。

通信機能により遠隔地からでもリアルタイムに映像配信が可能

 スマートグラスをインターネットと接続することで、指導者はWeb

会議システムを介し、遠隔地からでもリアルタイムに映像を配信す

ることができる。

概要

生徒と教員が手元で行う処置をリアルタイムで共有

歯科衛生士養成のための校内実習では、教員がマネキンを使用しなが

ら口腔内の処置方法を説明し、生徒は教員を囲みながら学習すること

が多い。そのため、生徒の立ち位置によっては、口腔内の処置方法を

十分観察することが困難である。また、教員も巡回しながら生徒の実

習の個別指導を行うため、一人当たりの指導時間に制約がある。

そこで、スマートグラスを活用した学習コンテンツを開発。教員がス

マートグラスを装着して口腔内の処置方法を説明することで、生徒は

モニター経由で教員が見ている手元の処置を見ることができる。また、

生徒がスマートグラスを装着して実習をすることで、教員はモニターか

ら生徒全員の処置を一斉に確認することができる。

本取組は、スマートグラスを活用することで、教員と生徒が互いの手

元の見える化をすることで、新たな授業モデルの確立を目指す。

実施機関 株式会社穴吹カレッジサービス

他分野の専修学校で想定される利活用

遠隔地にいてもリアルタイムにプロの手元の技術を学習したい場

合に活用可能

本教材は、①カメラ機能、②ディスプレイ機能、③通信機能の特徴か

ら遠隔地からの指示出し、サポートがリアルタイムにできるだけでな

く、プロの手元を詳細に確認することができる。そのため、これまで

プロの動きを見様見真似で学習していた生徒の学習理解の促進が

期待される。

ARコンテンツ

生徒 教員

教室

スマートグラスモニター

実習室（別教室）

スマートグラス モニター

Wi-Fi接続
Wi-Fi接続

Web会議システム

本事例
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手元の見える化を可能にするスマートグラスの活用（2）

医療分野 【歯科衛生士】分野名 【職種名】

講義/実習・演習（学校内）利用シーン

具体的な授業の流れ

スマートグラスを活用した器具の受け渡しに関する授業

▼ 生徒は、教室で器具の受け渡し方（共同動作※）を学ぶ目的と注意

点について復習する。

▼ 生徒は、デモ動画（2D）で器具の受け渡し方のポイントを視聴する。

▼ 次に、器具の受け渡し方が間違っている動画（2D）を視聴し、器具

の受け渡し方が間違っている箇所を見つける。

▼ 生徒は、器具の受け渡し方に関する確認テストを行った後、グルー

プで答え合わせを行う。

▼ 教員は、実習室でスマートグラスを装着し、マネキンを使用しながら

器具の受け渡し方を実演する。生徒はモニターから教員の実演を観

察する。
※共同動作：歯科の補助者が施術者（歯医者）の診療の補助を行う際に、安全かつ効率よく診療するため

の動作。

技術導入前の現状

現場実習での経験内容が受け入れ先に左右されがち

 現場実習の受入先によっては実践力の向上が困難。

教員の周りから口腔内の処置方法を観察することが困難

 教員はマネキンを使用して処置方法を説明し、生徒はその教員を囲

み、口腔内を覗き込む形で学習するため、処置方法の観察が困難。

巡回しながら個別指導を行うため、一人当たりの指導時間に制約

 校内実習において教員は巡回しながら生徒へ個別指導を実施。生

徒個人への個別指導となるため、指導に充てられる時間に制約。

先端技術の有効性

遠隔地で実施される手術の様子を繰り返し疑似体験・学習が可能

 スマートグラスの活用により、遠隔地にある診断所で実施される手

術の様子をリアルタイムに視聴が可能。また、手術の様子の録画を

見直すことで、繰り返し疑似体験・学習が可能。

歯科衛生士が処置を行う際の視点から処置方法の理解が可能

 教員がスマートグラスを活用することで、生徒は歯科衛生士が処置

を行う際の視点から口腔内の観察ができ、細かい処置方法の理解

が促進。熟練技術が可視化され学習効率が向上。

生徒の施術を一斉に確認できることで、実習指導の効率が向上

 生徒がスマートグラスを活用することで、教員はモニターで生徒全

員の施術を同時に確認し、その場で個別の生徒への指導が可能。

実施機関 株式会社穴吹カレッジサービス

（左） 教室で器具の受け渡し方について学習している様子。

（真ん中）スマートフォンを使用して確認テストに回答した後、グループで答え合わせしている様子。

（右）実習室で教員がスマートグラスを装着しながら指導している様子。

(出所）株式会社穴吹カレッジサービスよりご提供

本事例
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AR / VRコンテンツ

教室
生徒

HMD

スマートフォン

入学前後の学習意欲の向上と学び続けるための
VR技術活用(1)

導入した先端技術の特徴

AR、VR技術により3Dモデルを任意の角度から正確に把握可能

 段ボールで組み立てが可能なスマートフォン専用のVRゴーグルを

使用することで、医療分野の学習の際、任意の角度から臓器の3D

モデルを正確に把握することができる。

VR技術により一連の介助や施術の手順を個々のペースで視聴可能

 スマートフォン専用のVRゴーグルもしくはVRゴーグルで、一連の

介助方法や施術方法を各生徒のペースで視聴することができる。

VR技術により現場にいるような感覚で繰り返し学習が可能

 3Dで再現されたプロの手本施術のシミュレーションをスマート

フォン専用のVRゴーグルで繰り返し視聴することができる。

 また、VRゴーグルで実際の介助方法を観察することができるため、

現場にいるような感覚で学習することができる。

概要

反復練習や現場の疑似体験が可能になることで、学習意欲を向上

介護やリハビリ職等の対人援助職系の分野と医療分野では、現場実

習時に起きる想定外の体験や、複雑な構造の臓器に関する専門知識

の学習の際に、学習意欲の維持が難しくなりやすい。その結果、学力

不振や進路の変更を理由に中途退学する生徒が多い。

そこで、AR・VR技術を活用した反復練習や現場の疑似体験等がで

きる学習コンテンツ及び教育プログラムを開発。これにより、現場実

習への恐怖心を緩和し、想定外の事態への対応力を身に付けること

ができたり、臓器の構造を立体的に学習することができ、複雑な専門

知識の理解の定着を促進できたりする効果を期待できる。さらに、

教育現場で課題となっている教員のICT機器の活用スキル向上にも

資するため、スマホ世代の生徒に一層適した教育の提供が可能にな

る。なお、本取組は、高校生向けにも教育プログラムを展開し、進路

選択のミスマッチの低減も目指している。

実施機関 学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター

他分野の専修学校で想定される利活用

実習前に現場慣れする機会を設けたい場合に活用可能

生徒が現場実習前に現場に慣れる機会を設け、リアルに近い施術等

の練習をしたい場合にAR及びVR技術の活用は有効である。AR、

VR技術を活用した教材は、３Dで表示することにより、2D動画より

も現場の臨場感を感じることができる。また、スマートフォンを使用

したAR、VR教材であれば、遠隔授業や自宅学習の際にも気軽に活

用しやすい。そのため、現場慣れする機会を増やすことができ、臨機

応変な対応力を身に付けることができる。

本事例
詳細はこちら
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入学前後の学習意欲の向上と学び続けるための
VR技術活用(2)

医療分野 【理学療法士・作業療法士・柔道整復師・鍼灸師】分野名 【職種名】

講義/実習・演習（学校内）/学生支援利用シーン

技術導入前の現状

現場実習での想定外の体験により中途退学

 校内では、現場で遭遇する突発的な体験の学習が困難なため、現場

実習での想定外な体験がトラウマとなり、中途退学。

言葉の説明だけでは専門知識の正確な理解が困難

 教科書や教員による言葉の説明のみで新しい専門用語や複雑な臓

器の構造を理解することが困難。

ICT活用の遅れにより高校までの学習方法との差異が存在

 学校でのICT活用が遅れているため、高校までのICTを活用した学

習方法との間にギャップが存在。

先端技術の有効性

突発的な事態への対処が可能になり、中途退学者が減少

 VR技術の活用により、実習前に現場の様子を疑似体験することが

可能なため、現場での突発的な事態の事前の把握及びそれへの対

処が可能になり、中途退学者が減少。

自宅でも立体的な臓器の構造の視聴が可能になり、理解が促進

 AR及びVR技術の活用により、立体的かつ詳細な臓器の構造を見

ながら学習できるため、臓器の構造に関する理解が促進。また、自

宅でも臓器の3Dモデルの観察が可能なため、知識の定着が促進。

AR及びVR技術の活用によりスマホ世代に適した授業を実施

 AR及びVR技術の活用により、スマートフォンや一人一台のPCの

授業での活用に慣れた世代の生徒に適した授業を実施可能。

実施機関 学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター

具体的な授業の流れ

AR、VR技術を活用した臓器の構造に関する授業

▼ 生徒は、教員の説明を聞きながら教科書で臓器の構造について学

習する。

▼ スマートフォン専用のVRゴーグルを装着し、VR動画で教員の説明

を受けながら臓器の正確な内部構造について学習する。

▼ VR動画の視聴後、スマートフォンでARマーカー※をかざし、３Dモ

デルを使って、臓器の位置関係について観察する。

▼ 教員は、生徒の理解度を測定するミニテストを実施する。
※本授業は、基礎医学の授業例。

※ARマーカー：3Dモデルのデータが含まれた印のこと。スマートフォンをARマーカーにかざすと、

スマートフォンの画面上に3Dモデルが浮かび上がる仕組み。

（左）スマートフォン専用のVRゴーグルで臓器を観察している様子。

（真ん中）講義を受講している様子。

（右）スマートフォンでARマーカーをかざし、3Dモデルを観察している様子。

(出所）学 校 法 人 敬 心 学 園 職 業 教 育 研 究 開 発 セン タ ー よりご提供
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入学前後の学習意欲の向上と学び続けるための
VR技術活用(3)

教育・社会福祉【介護福祉士・社会福祉士】分野名 【職種名】

講義/実習・演習（学校内）/学生支援利用シーン

技術導入前の現状

リアルかつ実践的な介助の技術習得が困難

 生徒同士で介助方法を学び合うが、詳細な動作の把握が困難かつ

リアリティに欠けるため、実践的な介助の技術習得が困難。

現場実習前から失敗に対する恐怖心を抱く生徒が存在

 現場実習を控えている生徒の中で、現場実習時の失敗を恐れてしま

い、意欲が低下してしまう生徒が存在。

現場実習での想定外の体験により中途退学

 校内では、現場で遭遇する突発的な体験の学習が困難なため、現場

実習での想定外な体験がトラウマとなり、中途退学。

先端技術の有効性

介助技術経験の蓄積により介助の技術力が向上

 VR技術の活用により、360°の視界から介助方法の学習が可能と

なるため、詳細な介助の動作を把握でき、技術力の向上を促進。

介助のシミュレーションを何度も視聴し、現場実習への自信を醸成

 VR技術の活用により、介助方法のシミュレーションを繰り返し視聴

できるため、学習効果が高く、生徒の現場実習への自信を醸成。

突発的な事態への対処が可能になり、中途退学者が減少

 VR技術の活用により、実習前に現場の様子を疑似体験することが

可能なため、現場での突発的な事態の事前の把握及びそれへの対

処が可能になり、中途退学者が減少。

実施機関 学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター

具体的な授業の流れ

VR技術を活用したベッドから車椅子への移乗の一連手順の授業

▼ 生徒は、OSCE（客観的臨床能力試験）※を用いた実習に関する講

義を受ける。

▼ VRゴーグルを装着しながら、介助者の視点でベッドから車椅子へ

の移乗方法に関する3D動画を視聴する。この際、一連の介助方法

の手順と高齢者等を介助する際の姿勢や手の動きといった注意事

項について学習する。

▼ 2人1組になり、ペア同士で一連の介助方法の手順を確認し合う。こ

の際、教科書等を何も見ずに手順を説明できる状態を目指す。

▼ ペア同士で時間を計測しながら、ベッドから車椅子への移乗の介助

を実践する。
※OSCE（Objective Structured Clinical Examination）：実際の現場で必要とされる臨床技能

の習得を筆記試験以外で適正に評価するための試験のこと。

（左）講義を受講している様子。

（真ん中）VRゴーグルを装着しながら介助の一連の手順を練習している様子。

（右）ペア同士で移乗の介助を実践している様子。

(出所）学 校 法 人 敬 心 学 園 職 業 教 育 研 究 開 発 セン タ ー よりご提供
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入学前後の学習意欲の向上と学び続けるための
VR技術活用(4)

医療分野 【理学療法士・作業療法士・柔道整復師・鍼灸師】 / 教育・社会福祉【介護福祉士・社会福祉士】分野名 【職種名】

高校生向けキャリア学習利用シーン

技術導入前の現状

進路選択のミスマッチによる中途退学

 進路を自分事として捉えることが困難な生徒が多数。また、対人援

助職への理解不足により、医療分野や教育・社会福祉分野への理解

がままならないまま進路を決める生徒が多数。

 そのため、進学後に想像していた学びと実際の学びにギャップを感

じやすく、学習意欲をなくし、中途退学。

高校教員の対人援助職に対する理解にばらつき

 進路指導を行う高校教員の、対人援助職に対する理解にばらつき

があるため、生徒に対し各対人援助職の違いを明確に説明すること

が困難な教員も存在。

先端技術の有効性

VR技術の活用により進路選択のミスマッチが軽減

 VR技術を活用した職業体験により、進路を考えるきっかけを作る

ことが可能。

 また、実際の対人援助職の仕事を360°動画で疑似体験することが

できるため、進学後に学びのギャップを感じることがなく、中途退

学者の低減に寄与。

VR技術の活用により生徒自らが進路選択を決定することが可能

 VR技術を活用した職業体験により、高校教員が伝えにくい対人援

助職のリアルな仕事の場面を視聴できるため、対人援助職に対する

理解が醸成され、生徒自らの進路選択（詳しく調べたい気持）を促進。

実施機関 学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター

具体的な授業の流れ

VR技術を活用した対人援助職に関する理解を深めるキャリア学習

▼ ワークシートを使って直接人に接する職業を考えてみる

▼ 対人援助と職種とはどんな職業かについて学ぶ

▼ 動画によるVR操作方法を視聴する

▼ VRを活用して対人援助の職業を体験する（サービスを受ける側、

行う側の体験）

▼ 対人援助と職種について理解する（ワークシートの記入）

（左）授業で活用したワークシートの事例。

（真ん中）生徒同士で対人援助職の仕事について話している様子。

（右）VRゴーグルを装着し、対人援助職の仕事についてのVR動画を視聴している様子。

(出所）学 校 法 人 敬 心 学 園 職 業 教 育 研 究 開 発 セン タ ー よりご提供
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スタイリスト視点からの技術習得を可能にする
AR、VR技術活用（１）

導入した先端技術の特徴

VR技術により正確な人の動きを撮影することが可能

 3Dホログラム（VR映像）撮影技術により、撮影する人の動きを1

秒間に30コマ撮影することができるため、人の動きを正確に記録

することができる。

AR、VR技術により生徒とスタイリストの動きの差の確認が可能

 AR、VR技術を活用したXRゴーグルを装着することで、半透明で

投影されるスタイリストの動きと生徒本人の動きを重ねることが

でき、手の角度や髪までの距離等、両者の動きの違いを把握でき

る。

実施機関 学校法人河原学園 河原ビューティモード専門学校

他分野の専修学校で想定される利活用

プロと自分の視点の比較により技術を習得したい場合に活用可能

生徒が第三者視点で教員による手本技術を観察するのではなく、プ

ロの視点から観察したい場合にXRゴーグルを活用することができ

る。生徒は、プロの視点で扱う道具の距離や位置、目線の運び方等

を疑似的に体験することにより、自分の動きとプロの動きを比較す

ることができ、高い教育効果が期待できる。
生徒 教員

教室

モニター

3Dコンテンツ※

生徒
自宅

HMD

スマートフォン

※共通のコンテンツを使用

HMD

Wi-Fi接続

3Dコンテンツ※

概要

第三者視点での学びからスタイリスト視点での学びに転換すること

により、美容師の早期育成を実現

美容業界では、一人前の美容師として顧客のカットを任せられるまで

に、学校卒業後、平均2、3年の技術習得期間を要する。学校では図

解や写真といった平面的な教材で学ぶため、人の頭部を立体的に捉

えるのが困難であること、生徒は教員の手本施術を第三者視点で見

て学ぶため、スタイリストの手や視点の動きを理解するのが困難であ

ることが要因として挙げられる。

そこで、AR、VR技術を活用した実習カリキュラムを開発中。立体的

な学習教材で、スタイリスト視点から繰り返し施術の練習ができる。

本取組は、より短期間で一人前の美容師を育成できるよう、より教育

効率の良い実習カリキュラムを開発することで、卒業時の技術力を

一層向上させ、美容業界の人材育成に革新を起こすことを目指す。

(出所）学校法人河原学園 河原ビューティモード専門学校よりご提供
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スタイリスト視点からの技術習得を可能にする
AR、VR技術活用（2）

衛生分野 【美容】分野名 【職種名】

実習・演習（学校内）利用シーン

具体的な授業の流れ

XRゴーグル（AR、VR技術）を活用したカットの実技授業

▼ 教員がXRゴーグルを装着しながら手本施術のカット実演を行い、

生徒はモニターから教員の手本施術を視聴する。

▼ 生徒は複数人で1つのグループとなり、XRゴーグルを装着しなが

ら同様の施術を学習する。3Dホログラム撮影技術を活用したVR

動画を複数回視聴し、様々な角度から施術を学習する。

▼ 生徒自身でマネキンを使ってカットの施術練習を行う。

▼ 教員は巡回しながら個別指導する。

技術導入前の現状

立体的な施術の理解や、任意の視点からの施術観察が困難

 教科書では、人の頭部や毛髪の形状が図解や写真で掲載されてい

るため、立体的に施術方法を理解することが困難。

 2D動画教材では、カメラアングルが制作側の一存で決定されてい

るため、生徒が確認できる施術の視点が限定的。

教員を囲みながらの施術観察は、観察位置と観察回数に課題

 生徒は教員を囲みながら教員の手本施術を観察するため、観察位

置により施術の理解度に差異が生じ、全員の理解の定着が困難。

 手本施術の実演は通常1回のため、複数回観察することが困難。

先端技術の有効性

見たい角度から施術を正確に観察することが可能

 XRゴーグルの活用により、360°どこからでも手本施術の視聴が

可能なため、施術方法の理解が促進し、技術力が向上。

 生徒は任意の視点から手本施術を観察することが可能なため、主

体的な学習が可能。

スタイリストの視点を把握し、繰り返し学習・練習することが可能

 XRゴーグルの活用により、スタイリストの視点から手本施術の観察

ができ、プロの施術の疑似体験が可能。また、スタイリストと生徒の

動作の差異が分かり、生徒自身の施術の改善が可能。

 また、手本施術を繰り返し観察できるため、反復練習が可能。

実施機関 学校法人河原学園 河原ビューティモード専門学校

(左・右）XRゴーグルを装着しながらカットの施術を学習している様子。

(出所）学校法人河原学園 河原ビューティモード専門学校よりご提供
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一連の業務を俯瞰し、
可視化するためのVR技術活用（１）

導入した先端技術の特徴

VR技術により業務内容の重要ポイントの把握が可能

 VR空間上に調理方法や立ち振る舞い方等の解説をテロップやピ

クチャーインピクチャー※で投影することで、生徒は重要ポイント

を把握することができる。
※ピクチャーインピクチャー：投影している画面の一部に小さな別画面を同時に投影すること。

 360°視野によって、全体を見渡しながら作業の段取りの組み方

やチームで動く際の行動を把握することができる。

VR技術によりリアル感を感じながら繰り返し練習が可能

 調理師の視点からVR動画を視聴でき、リアル感や没入感を感じ

ながら調理業務やサービス業務の立ち振る舞い方を繰り返し練習

することができる。

VR技術により危険な動作の再現が可能

 360°視野と立体映像によって、調理場面で起こり得る危険な動

作を再現することができ、疑似体験することができる。

概要

現場で必要とされる業務に精通した調理師を養成

調理師養成施設では、現場で必要とされる調理業務やサービス業務

を学習する。しかし、実習における個々の作業では、一連の業務を幅

広い視野を持って理解することに課題がある。また、調理過程におけ

る危険な動作を実体験できないため、危険の防止方法を効率的に学

習することが難しい。

そこで、VR技術を活用し、レストラン運営の一連の業務工程を俯瞰し

て学べるコンテンツを開発。経験の少ない業務についても、VRコン

テンツを使うことで、その業務内容を繰り返し学び、理解を深めるこ

とができる。また、調理の過程で起こり得る危険な動作を疑似的に体

験しながら危険を防止するための動作を学習できる。

本取組は、VR技術を活用した新たな教育コンテンツにより教育の質

的向上および教育の生産性を高めることを目指す。

実施機関 学校法人大和学園 京都調理師専門学校

他分野の専修学校で想定される利活用

一連の業務工程を全て実習等で実施できない場合に活用可能

レストラン運営のように、一連の業務の流れを実習等で実践的に経

験することが難しい場合にVR技術の活用が想定される。これによ

り、経験の少ない業務を疑似体験することができ、その業務内容の

理解を深めることができる。その結果、一連の業務を俯瞰的に理解

しながら各業務の具体的な動きの段取りも理解している職業人を

育成することができる。生徒

HMD

教室
教員

タブレット

VRコンテンツ
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一連の業務を俯瞰し、
可視化するためのVR技術活用（2）

衛生分野 【調理】分野名 【職種名】

実習・演習（学校内）/実習・演習（学校外）利用シーン

具体的な授業の流れ

レストラン運営におけるサービス業務・衛生管理・危険予測のディス

カッション授業

▼ 生徒はVRゴーグルを装着し、レストラン運営におけるサービス業

務・衛生管理・危険予測に関するVR動画を視聴する。

この際、一連の業務を調理師の視点(主観的)から俯瞰する。また、

VR動画に盛り込まれている悪い例に注意しながら視聴する。

▼ 視聴後、グループで気づいたことについて議論しながら、何がいけ

なかったか、どうすれば改善できるか等の意見を共有する。

▼ グループで共有した内容を元に、一連の業務の正しい動作を実践し

ながら生徒同士で互いに議論する。

▼ 学んだ内容を実際のレストラン実習で実践し、現場で活かせる意識

の配り方や動作を身に付ける。

技術導入前の現状

生徒の理解度の違いによって、技術力に差

 授業内で教員による解説や実演、生徒による実習を実施するため、

生徒は限られた時間内で技術を習得する必要があり、理解度や技

術力に差がある。また、生徒の技術力は個々の学習意欲に依存。

レストラン運営における一連の業務を俯瞰することが困難

 レストラン実習では個々の担当業務に意識が向くため、レストラン運

営における一連の業務を俯瞰して理解することが困難。

厨房における危険な動作の実演が困難

 調理の過程で起こり得る危険な動作の実演が困難。

先端技術の有効性

事前学習の効率化により生徒の実習時間が増大

 VR教材を活用した事前学習により、授業時の教員による解説や実

演が効率化され、生徒の実習時間が増大。

 また、いつでも見直しが可能なため、生徒は自主学習が可能。

一連の業務の俯瞰的な理解と業務全体の可視化が可能

 VR教材の活用により、レストラン運営の一連の業務を俯瞰的に理

解でき、各工程の業務内容も可視化できるため、経験の少ない持ち

場でも作業の段取りの組み方の理解が可能。

厨房における危険な動作の理解が促進

 VR教材の活用により、危険な動作の疑似体験ができ、理解が促進。

実施機関 学校法人大和学園 京都調理師専門学校

(左）VRゴーグルを装着し、レストラン運営での業務内容等のVR動画を視聴している様子。

(真ん中）教員がタブレットで生徒が視聴しているVR動画にマーキングしている様子。

（右）VR動画を視聴した後に調理実習をしている様子。

(出所）学 校 法 人 大 和 学 園 京 都 調 理 師 専 門 学 校 よりご提供
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概要

業界のニーズに対応した技術力とサービス力の向上及びVR技術を

実務で活用できる人材を育成

美容業界及び観光ブライダル業界では、新型コロナの影響で遠のい

てしまった客足を呼び戻すことが喫緊の課題であるため、技術力・接

客サービス及び広報活動の強化が求められている。

そこで、VR職業体験コンテンツを開発し、アイトラッキング技術、

LMS（学習管理システム）等を活用して業務イメージの醸成度を検証

する取組を実施。360°動画により主観視点で美容師やエステティ

シャンの施術や振舞い方、業務の一連の流れを正確に把握すること

ができる。また、各業界で求められているVR技術を業務現場で活用

できる人材の育成に向け、教員・生徒自身がVRコンテンツを制作す

る機会も設けた。さらに、学校独自のウェブサイト制作・アワード開催

を通じ企業と連携し、業務現場でのVR技術活用の展望を検証した。

本取組は、VR技術を活用して人材育成を行うとともに、VR技術を

活用して就業先での研修・広報活動を担える人材の育成を目指す。

専門知識とVR技術を持つ
ハイブリッド人材を育成するVR活用（１）

導入した先端技術の特徴

VR技術により施術や振舞い方を様々な視点で学習可能

 360°動画をプロの目線位置で撮影することで、施術や接客時の

振舞い方をプロの視点（主観視点）から学べるようになる。

 360°動画は様々な方向を見渡すことができるため、職員間の連

携の様子も学習することができる。

VR技術によりリアルな現場の様子や施術を何度でも視聴が可能

 360°撮影した業務現場や施術を授業内外でスマートフォンやパソ

コン等から視聴でき、業務現場に行かずとも繰り返し練習できる。

アイトラッキング技術により集中度や視線誘導の有効性を分析

 アイトラッキング技術が搭載されたHMDで、集中度及び視線の動

きを計測でき、集中しやすいシーンや、視線の移動の分析が可能で

ある。また、見るべきポイントを模範視線として設定することで、生

徒の視点と模範視線の差を乖離距離として算出し、視線誘導が必

要な場面の確認や有効性を検証することができる。

実施機関 学校法人三幸学園 札幌ビューティーアート専門学校

他分野の専修学校で想定される利活用

専門分野の技術力や専門知識に加え、VR技術も活用できるハイブ

リッド人材を育成したい場合に活用可能

生徒へVR制作技術やVRの活用方法を教育することで、専門学校教

育の中で身に付ける技術力や専門知識に加え、VR技術を実務の中

で活用できる即戦力な人材を育成することができる。それにより、就

業先での職員教育用のVR教材や、就業先を広報するコンテンツ（集

客・リクルート）を制作する等、就労後にVR技術を活かした人材育成

や広報活動で貢献できる。
生徒

HMD

教員教室

PC

VRコンテンツ

スマートフォン

LMS
アイトラッキング

視線ログ・集中度eラーニング

本事例
詳細はこちら
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専門知識とVR技術を持つ
ハイブリッド人材を育成するVR活用（２）

衛生分野 【美容】分野名 【職種名】

講義/オープンキャンパス利用シーン

具体的な授業の流れ

VR技術等を活用したエステティシャンの業務内容に関する授業

▼ 生徒は、授業の目的とVR教材で着目するべきポイント、機材操作に

関する導入用の動画（2D）を視聴する。

▼ 生徒は、VRゴーグルを装着し、カウンセリングや施術等、エステティ

シャンの業務の一連の流れを360°動画で視聴する。一部の生徒は

アイトラッキング技術搭載のHMDを装着する。

▼ 生徒は、スマートフォンを使って、VR教材で学んだ業務シーンの内

容に関する確認テストを行い、授業アンケートに回答する。

▼ 教員は、HMDを装着した生徒に対し、取得した視線の動き方を業

務シーンごとに確認しながら、気になった部分や学びの内容につい

て確認する。
※授業の一例を掲載。

技術導入前の現状

教員の手本施術を生徒全員が見やすい位置で観察することが困難

 施術を教員の手本施術で学習する際、複数の生徒に対して行うため、

生徒全員が教員の手元が見やすい位置で観察することが困難。

練習回数・実習時間が限定的

 実技授業や現場実習を複数回体験することは困難なため、施術の練

習回数や実習時間が限定的。結果として就職後、アシスタント期間中

に営業時間外の施術練習が必要となり、拘束時間が長時間化。

美容業界でVR技術を活用できる人材の需要への対応が困難

 美容業界では、VR技術を活用した広報や職員研修の実施が増大し

ているため、VR技術を理解し、実務で活用できる人材が必要。

先端技術の有効性

VR技術の活用により施術者の視点で学習が可能

 施術者の視点（主観視点）のVR教材を制作することで、施術者の視

点で施術の仕方を学習することが可能。

場所を問わずに繰り返し練習が可能になり、施術力が向上

 VR技術の活用により、いつでも・どこにいても手本施術の練習を何

度もできるため、施術力の向上が図れ、就職後のサロンでの拘束時

間の削減につながると期待。

VR技術を広報活動や職員研修に活用できる人材の育成が可能

 生徒がVRコンテンツの制作・活用方法を習得することで、就職先で

VR技術を活用した広報活動や職員研修ができる人材の育成が可能。

実施機関 学校法人三幸学園 札幌ビューティーアート専門学校

(出所）学 校 法 人 三 幸 学 園 札 幌 ビ ュ ー テ ィ ー ア ー ト 専 門 学 校 よりご提供

（左）アイトラッキング技術が搭載されたHMDを装着してVR教材を受講している様子。

（真ん中）VRゴーグルを装着し、 エステティシャンの業務内容を視聴している様子。

（右） VR教材を視聴した後にスマートフォンで確認テストに回答している様子。

本事例
詳細はこちら
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専門知識とVR技術を持つ
ハイブリッド人材を育成するVR活用（3）

商業実務分野【観光（ブライダル）】分野名 【職種名】

講義/オープンキャンパス利用シーン

具体的な授業の流れ

観光分野におけるVRコンテンツ制作技術教育に関する授業

▼ 生徒は、アウトドア体験や観光地を広報する360°動画を活用した

VRコンテンツの企画及び撮影方法について学ぶ。また、撮影時に

注意すべき肖像権や著作権についても学ぶ。

▼ 北海道当別町協力の下、生徒自ら当別町へ出向き、現地の観光地・

施設・建造物を360°カメラで撮影する。

▼ 撮影後、360°動画素材の編集方法を学び、教員の手本に沿って画

面切り替え効果やテロップ、BGMを追加し、VRコンテンツを制作

する。

▼ 完成したVRコンテンツは、VR制作の事業者から評価をもらい、改

善点を把握する。

▼ 制作したVRコンテンツを学校独自のウェブサイトへ投稿し、アワー

ドを開催。各業界の企業からVRコンテンツの利用展望について評

価・講評をいただく。
※授業の一例を掲載。

技術導入前の現状

旅行に関わる仕事の業務の一連の流れの想像が困難

 旅行に関わる仕事（添乗員・ツアーデスク・バスガイド・アウトドアガイ

ド等）の業務連携や一連の流れを授業内で実践的に学習することが

難しく、現場の業務内容の想像が困難。

観光業界でVR技術を活用できる人材の需要への対応が困難

 観光業界では、新型コロナの影響でVR技術を活用した研修旅行等、

新たな施策に取り組む企業が見られ、VR技術を活用した企業・地

域・観光地の広報活動を担える人材の需要が増大。就職後に、VR技

術の活用において即戦力になるための対策が必要。

先端技術の有効性

業務現場の疑似体験により業務イメージの醸成が可能

 VR技術の活用により、業務現場の疑似体験が可能。また、授業内外

でVR教材を繰り返し視聴することで、旅行に関わる仕事に求めら

れる細やかな気配り、お客様との関係性の築き方等を学び、業務イ

メージの醸成が可能。

一連の業務の流れを明確に想像ができ、学習意欲が向上

 VR技術の活用により、旅行に関わる仕事の役割や一連の業務の流

れ、魅力などを間近で感じることができるため、学習意欲が向上。

VR技術を広報活動に活用できる人材の育成が可能

 生徒がVRコンテンツの制作・活用方法を習得することで、VR技術

を活用しながら企業・地域・観光地を宣伝することができ、専門知識

とVR技術を有するハイブリッド人材の育成が可能。

実施機関 学校法人三幸学園 札幌ビューティーアート専門学校

(出所）学 校 法 人 三 幸 学 園 札 幌 ビ ュ ー テ ィ ー ア ー ト 専 門 学 校 よりご提供

（左）360°カメラで当別ふくろう湖を撮影している様子。

（真ん中）動画編集ソフトウェアで360°動画を編集している様子。

（右） 完成した360°動画をVRゴーグルで確認している様子。
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PBL教材を用いた演習への
LXP、VR、センシング技術の活用（１）

実施機関 一般財団法人日本教育基盤財団

本事例
詳細はこちら

概要

LXP（学習体験プラットフォーム）等により円滑なPBLの運用を実施

国際ビジネス系の専修学校では、グループで国際ビジネスの場面を

想定したテーマのビジネスプランの策定に取り組むPBL（Project

Based Learning）を実施している。しかし、個別の生徒のPBLへ

の関与度の把握、評価や個別の学習支援が難しい等の課題が存在。

そこで、学習者が自律的に学習を深めていくための個別化されたプ

ラットフォームであるLXP（Learning Experience Platform）に

ついて、専門学校の学生が利用するという点をふまえ、ソーシャル

ラーニング機能、学習コンテンツ機能、eポートフォリオ機能が必要と

考えた。LXPだけでなく、WEB会議ツール、VRやセンシング技術等

と組み合わせ、円滑にグループ学習の管理と個別学習の支援が可能

なPBLの学習環境環境を構築。教員はPBLにおける生徒の学習活動

を把握しやすくなり、評価が容易になる。また、生徒も自分の学習理

解度を把握しながら学習できる。本取組は、PBLの円滑な運用によ

り、国際ビジネスで活躍できる人材を育成するための教育環境の改

善を目指す。
他分野の専修学校で想定される利活用

円滑にPBLを運用したい場合に活用可能

LXP、デジタル教材、eポートフォリオ等を組み合わせることで円滑

にPBLを運用。特に、取り組むテーマの前提知識が乏しい生徒に対

し、デジタル教材やeポートフォリオを活用することで、個別に学習

支援することができる。また、 教員も常に生徒の学習活動を把握し

たり、学習プロセスに基づく評価をしたりすることが可能である。

導入した先端技術の特徴

LXPにより資料共有と会話履歴の記録が可能

 インターネット環境下で即時に資料の共有や、一緒に学習している生

徒同士で即時にチャットしたり、グループ全体・各小グループへの連

絡を区分けしながら会話の履歴を残したりすることができる。

eポートフォリオにより生徒の理解度把握、作成資料の閲覧が可能

 CBT（Computer Based Testing）形式の確認テストで生徒の

学習理解度を的確に把握し、結果を蓄積することができる。

センシング技術によりディスカッションの分析が可能

 対面のディスカッションでの使用のために設計されている音声セン

サにより、分析結果と議論内容とが相互に参照可能となる。

VR技術により学校を再現化した空間での成果発表が可能

 学校を模したメタバースプラットフォームを用いることで、空間内の

好きなところで資料展示ができる。また、講義やアクティブラーニン

グ、教務の補助にも活用できる。

教員
協働学習（集合・Web会議・バーチャル教室）個別学習

デジタル教材/CBT

LXP

PC PC

生徒 生徒 生徒

ソーシャルラーニング/eポートフォリオ
PCスマートフォン

タブレット

＋ センシング、VR等
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PBL教材を用いた演習への
LXP、VR、センシング技術の活用（2）

実施機関 一般財団法人日本教育基盤財団

商業実務分野 【国際ビジネス】分野名 【職種名】

実習・演習（学校内）利用シーン

具体的な授業の流れ

LXP等を活用し、「外国人向け日本語学習アプリの開発」※をテー

マにしたPBLの授業

▼ 【導入】生徒は、IT 企業の社員として外国人向けの語学学習アプリ

を開発するという設定について説明を受け、開発するアプリの機能

やターゲットについて議論し、シートにまとめる。

▼ 【分析】情報収集・共有、グループワークを通して、PEST分析や

SWOT分析を行い、ポジショニングマップやビジネスモデルキャン

パスを作成する。
※LXP：各生徒がグループメンバーに意見を発信、情報や成果を共有。オンラ

インテストを用意し、理解度を確認。 動画教材も提供。

※センシング技術：グループワーク中の様子を分析し、その分析結果を生徒に

フィードバックすることでグループワークへの参加のモチベーションを向上。

▼ 【企画提案書の作成】上記のグループワークを通して構築したアイ

デアをふまえ、アプリ開発事業の概要を企画提案書にまとめる。

▼ 【発表】ワークの結果を発表し、成果を他グループと共有。
※ VR：VR教室で、VRゴーグルを使用し、臨場感・没入感を向上させる。

※教材の一例を掲載。

技術導入前の現状

前提知識を補完するための情報が少なく、個別の事前学習が困難

 PBLでは、テーマに関する一定の前提知識がないと調査や議論が

困難だが、生徒によって前提知識に差異。また、紙媒体の教材だけ

では情報量が少ないため、前提知識を補完しきれず、個別の事前学

習が困難。

グループワーク型学習では、学習過程の個人の評価が困難

 PBLでは、グループ単位で議論しながら成果物をまとめていく活動

が必要だが、講師が学習者全員の積極性やプロジェクトへの関与度

を把握しきれず、評価が難しい。またグループの成果物のみでは

個々の学習者がどの程度学習目標に達したかを判断しづらい。

先端技術の有効性

確実な前提知識の理解により授業へのレディネスが向上

 デジタル教材の活用により、画像だけでなく、動画を視聴しながら

知識学習が可能。そのため、PBLへのレディネスが向上し、生徒間で

同程度の前提知識を持ちながらPBLに取り組むことが可能。

 また、eポートフォリオの活用により、生徒は自分自身の取り組む

テーマに関する学習内容の理解度を把握することが可能。

定量情報による公正・公平な評価が可能に

 学習者全員の積極性やプロジェクトへの関与度を、音声などの知

覚・認識するセンシング技術が補助することによって、それらを定量

的に示すことができ、より的確に評価することが可能。

(出所）一 般 財 団 法 人 日 本 教 育 基 盤 財 団 よりご提供

(左）音センサを囲んでグループワークする様子 （右）VR教室で発表を聞く生徒の様子

本事例
詳細はこちら
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学校間共同実習環境の構築のための
VR会議ツール等の活用（１）

導入した先端技術の特徴

バーチャル教室により他生徒と対面授業に近い学びが可能

 生徒はどこにいても同じバーチャル空間上の教室に参加すること

ができる。また、アバターを通して他生徒と話したり、動いたりす

ることができ、積極的に授業に参加することができる。

 生徒同士で作成した資料をバーチャル空間上で議論しやすい形態

でリアルタイムに共有することができる。

連携支援ツールにより講師情報や学校間の事務処理等を一元管理

 講師の情報や学校間でのメールのやり取りや事務手続きに関する

資料等を一元的に管理することができる。

実施機関 一般社団法人日本eスポーツ学会

他分野の専修学校で想定される利活用

複数の学校や企業で連携しながら授業を行う場合に活用可能

学校間での共同授業や学校と企業との連携授業を行う際に、オンラ

イン上のプラットフォームとして連携支援ツールやバーチャル教室

等を活用できる。これらの先端技術の活用により、生徒は遠隔授業

でも、対面のグループ学習に近い感覚でグループ学習や講義等を

受講することができる。

概要

複数の学校で共同のeスポーツ実習ができる環境を構築

近年、eスポーツ分野の専門人材を育成するための養成課程が専修

学校で新設されており、個別のeスポーツ競技の専門性を持つ講師

を確保することが必要となっている。しかし、eスポーツ競技は多種

類あるため、学校単独で各生徒が行うeスポーツ競技の専門性を持

つ講師を確保することは困難を伴うと予想される。

そこで、オンライン上でeスポーツ実習を実施する環境を整備し、１人

の講師に対し、複数校の生徒が合同でeスポーツ競技の実習に参加

できる環境を構築した。バーチャル教室、Web会議ツール、連携支援

ツールの活用により、共同実習環境を運用でき、講師手配に関する

事務処理等も効率化できる。

本取組により、生徒が一層、それぞれの生徒が行うeスポーツ競技の

専門性を持った講師から学べる環境の構築を目指す。

企業

eスポーツ
外部講師

自校他校他校

教員生徒

HMD

教員

連携支援ツール

PC PC HMD PC PC

生徒

PC

Web会議ツール / バーチャル教室

(出所）一 般 社 団 法 人 日 本 e スポ ー ツ 学 会 よりご提供
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学校間共同実習環境の構築のための
VR会議ツール等の活用（2）

文化・教養分野 【eスポーツ】分野名 【職種名】

実習・演習（学校内）/実習・演習（学校外）/教員業務・学校運営利用シーン

具体的な授業の流れ

VR会議ツール等を活用したeスポーツの戦略の検討に関する授業

▼ 生徒は、Web会議ツールでeスポーツ外部講師（企業の講師）によ

るオンライン講義を受け、eスポーツ競技を題材に、その競技の特性

や戦略の組み立て方・着眼点等を学習する。

▼ 講義後、eスポーツ外部講師と生徒はVR会議ツールを用いてバー

チャル教室に移動する。生徒はグループに分かれて講義で取り扱っ

たeスポーツ競技の戦略に関して議論しながらグループワーク用の

ワークシートを作成する。この間、eスポーツ外部講師はバーチャル

空間上で各グループを巡回し、戦略の検討を支援する。

▼ グループによる戦略の検討を実施後、競技実習を実施する。eス

ポーツ競技で他グループと対戦し、各グループで検討した戦略の有

効性を検証する。

▼ 各グループで戦略の検討・検証の結果を議論しながらプレゼンテー

ション資料を作成し、バーチャル教室内で発表する。eスポーツ外部

講師は、各グループのプレゼンテーション内容について講評する。

技術導入前の現状

多様なeスポーツ競技を専門的に指導することが困難

 多種多様なeスポーツ競技が存在するため、世界的に人気の高いe

スポーツ競技に限定して指導しており、各生徒が行うeスポーツ競

技を専門的に指導することが困難。

多様なeスポーツの種目毎に講師を確保することが困難

 国内のeスポーツプロプレイヤーは少数のため、講師の確保が困難。

 講師は都市部に偏在しているため、特に地方の学校では専門性の

高い講師を種目ごとに確保することが困難。

先端技術の有効性

複数校での共同実習の実施により複数のeスポーツ指導が可能

 バーチャル教室、Web会議ツール、連携支援ツールの活用により、

複数の学校で共同実習を開講。多様なeスポーツ競技の実習をオン

ライン上で選択的に受講できる環境を、複数の学校が共同で構築す

ることにより、生徒は種目選択の幅を広げることが可能。

VR会議ツールの活用により遠隔教育にて講師による指導が可能

 バーチャル空間でアバターを介して没入感の高い空間共有が可能

であるため、遠方に活動拠点を置く講師や異なる学校に在籍する生

徒間での実習の実施が可能。

 講師と生徒との距離感や生徒同士の距離感を緩和し、対面時と同

等以上の活発な質疑応答が可能であるため、生徒間の学習におけ

る活発な交流や議論を促進。効果的なコンピテンシー醸成が可能。

実施機関 一般社団法人日本eスポーツ学会

(左）バーチャル空間上のeスポーツ教室で議論している様子。

（真ん中）バーチャル教室での議論に参加しながら、戦略を検証している様子。

（右）バーチャル空間上でプレゼンテーションを実施している様子。

(出所）一 般 社 団 法 人 日 本 e スポ ー ツ 学 会 よりご提供
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観察力の育成と仮想業務経験値の獲得のための
VR技術等の活用（１）

導入した先端技術の特徴

360°動画により現場の様子の視聴が可能

 360°動画を利用することで定点から俯瞰して現場の様子を観察

できる。また業務現場での見えづらい箇所に事前に気付ける。

自由視点動画により任意の角度から繰り返し視聴可能

 生徒がアングル（視点）を選択することで、任意の角度から動画を

視聴することができる。

 自分のスマートフォン内でアングルを変えて繰り返し視聴すること

ができる。

概要

事前学習で仮想業務経験値を獲得し、現場に必要な観察力を育成

スポーツや保育の現場では、トラブルや状況の変化に臨機応変に対

応できる人材が求められている。しかし、専修学校では新型コロナの

影響で対面指導の機会が減少しており、一層の実習での学びの深化

が必要となっている。

そこで、VR技術（360°動画及び自由視点動画）を活用し実習（イン

ターンシップ）前に活用できる教育プログラムを開発し、CLMS（集中

度測定機能付学習管理システム）等を使い学習成果を検証。業務現

場を360°動画と自由視点動画を併用して撮影・教材化することで、

生徒は実務者の観察視点を学び、全体把握と細部の個別観察ができ

る観察力を身に付ける。また、生徒は模範解答を含めた360°動画も

受講することで、仮想業務経験値を獲得することができる。

本取組により、現場に必要な観察力を備えた人材の育成を目指す。

実施機関 学校法人三幸学園 東京リゾート&スポーツ専門学校

他分野の専修学校で想定される利活用

現場で必要となる観察力を育成したい場合に活用可能

スポーツ・保育分野に限らず、実務家として現場の様子を把握する

際は、現場の全体把握と細部の個別観察の両方を兼ね備えること

が求められるケースがある。このような場合にVR技術を活用する

ことで、観察力を身に付けることに加え、授業展開によって対応順

序を検討する練習ができる。また観察力向上により、現場で起こり

得るトラブルに臨機応変な対応力を身に付けることが可能である。生徒 教員

PC

教室

PC HMD

CLMS
VRコンテンツeラーニング

(出所）学校法人三幸学園 東京リゾート&スポーツ専門学校よりご提供
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文化・教養分野 【スポーツ】分野名 【職種名】

講義/実習・演習（学校内）利用シーン

具体的な授業の流れ

VR技術等を活用したフィットネスクラブでの実習の事前授業

▼ 生徒は、講師の解説により、学習目的、学習内容、機器操作について学

習する。

▼ 生徒はプロジェクターで360°動画を視聴し、フィットネスクラブの利

用者を観察する時に死角となる箇所や注意すべき箇所を探索する。ま

た、フィットネスクラブ全体を観察する際の対応の優先順位を考える。

▼ 個々の生徒の気付きに関してアンケート実施後、生徒同士のディス

カッションを行い、様々な気づきや考えを共有する。

▼ 実務経験者の視点を説明する模範解答視野の動画を視聴する。

▼ 自由視点動画を視聴し、業務現場の死角を中心に観察し、改めて対応

の優先順位を検討する。

▼ 個々の生徒の考える対応の優先順位に関してアンケート実施後、生徒

同士のディスカッションを行い、様々な気づきや優先順位に関する考

えを共有する。

▼ 講師より個別観察時及び対応の優先順位を検討する際のポイント等を

解説。学習の振り返りを行う。

技術導入前の現状

実習が減少または短縮しており、現場実習機会の確保が困難

 新型コロナの影響により、実習回数が減少または実習期間が短縮し

ており、現場実習機会の確保が困難。

教員による講義から現場の様子を想像することが困難

 現場実習の事前学習では、実習先の状況や業務内容を教員の講義

から学習するため、現場の様子の想像が困難。

先端技術の有効性

現場の状況を再現した動画で繰り返し学習が可能

 360°動画と自由視点動画の活用により、現場の状況が再現され、

業務に必要な観察力やその実践方法について繰り返し学習が可能。

繰り返し業務現場の様子を観察し、仮想業務経験値を獲得

 360°動画と自由視点動画の活用により、フィットネスクラブの定点

からの観察、または注意して観察すべき利用者ごとの観点ポイント

からの状況把握が可能。繰り返し視聴することで、観察力や現場に

おける適切な対応方法の想像力が身に付き、仮想業務経験値の獲

得が可能。

自ら視点を変えながら利用者の個別観察が可能

 自由視点動画の活用により、生徒は自ら視点を変え、死角に回り込

む等して業務現場を観察ができるようになり、主体的な学びが促進。

実施機関 学校法人三幸学園 東京リゾート&スポーツ専門学校

（左） VRゴーグルを装着しながらフィットネスクラブ内を観察する様子。

（右） eラーニング教材でフィットネスクラブ内を観察する際の注意事項を学習している様子。

(出所）学校法人三幸学園 東京リゾート&スポーツ専門学校よりご提供

観察力の育成と仮想業務経験値の獲得のための
VR技術等の活用（2）

本事例
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教育・社会福祉分野【保育】分野名 【職種名】

講義/実習・演習（学校内）利用シーン

具体的な授業の流れ

VR技術等を活用した保育園及び幼稚園での実習の事前授業

▼ 生徒は、講師の解説により、学習目的、学習内容、機器操作につ

いて学習する。

▼ プロジェクターで360°動画を視聴し、保育室内を観察する。

▼ 自由視点動画で任意の園児を観察し、実習日誌作成を練習する。

▼ 作成した実習日誌をグループで事例共有し、様々な観察の観点

や考察方法に触れる。

▼ 360°動画、自由視点動画を用いて観察ポイントの解説を行い、

授業の振り返りを行う。

技術導入前の現状

教員による講義から現場の様子を想像することが困難

 現場実習の事前学習では、実習先の状況や業務内容を教員の講義

から学習するため、現場の様子の想像が困難。

校内では、保育室内観察について実践的に練習をすることが困難

 保育室全体の様子の把握と、個別の園児の行動の把握を両立でき

るようになる必要があるが、校内では実践的な練習が困難。

先端技術の有効性

撮影した教材動画で現場の状況を想像しながら学習が可能

 360°動画と自由視点動画の活用により、園児の様子や保育者の業

務内容を観察でき、現場の様子を想像しながら繰り返し学習が可能。

繰り返し現場実習の様子を観察し、業務経験値を獲得

 360°動画の活用により、現場実習の様子や保育者の振る舞い方、

園児の行動特性を繰り返し観察することができ、観察力や現場にお

ける適切な対応方法の想像力が身に付き、仮想業務経験値の獲得

が可能。

保育室内でのトラブルの予測ができ、臨機応変な対応が可能

 360°動画と自由視点動画の併用により、保育室全体を観察しなが

ら園児の行動や保育者の振る舞い方を同時に把握でき、トラブル予

測や園児・保育者の行動理由を想像しながら観察が可能。結果、現

場実習時には理由を考えながら観察する姿勢が強化。

実施機関 学校法人三幸学園 東京リゾート&スポーツ専門学校

(出所）学校法人三幸学園 東京リゾート&スポーツ専門学校よりご提供

（左）eラーニング教材で保育室内を観察する際の注意事項を学習している様子。

（右）VRゴーグルを装着しながら保育室内を観察する様子。

観察力の育成と仮想業務経験値の獲得のための
VR技術等の活用（3）
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地元経済を支える人材育成のためのＶＲ技術活用（1）

導入した先端技術の特徴

バーチャル美術館アプリにより美術作品を詳細に鑑賞が可能

 高品質のVR教材で世界の美術作品を立体的に鑑賞することで、

2次元の教材のみでの学習が難しい立体的描写の習得を促す。

VRペイントアプリにより作品を立体的に描け反復練習が可能

 VRゴーグルと両手に持つ付属のコントローラーでVR空間上に

立体的なイラストを描写することができる。

 光の明暗の描写が可能なため、光の効果について学習できる。

 画材が不要なため、描写を繰り返し練習することができる。

VRコンテンツにより没入感を感じながら様々な場面を疑似体験

 VRゴーグルを装着することで360°視野で世界的なブランドの

海外ファッションショーや地元の観光地等を、高い没入感で疑似体

験することができる。

 オリジナルVRコンテンツを生徒自身で制作することにより、

コンテンツ制作の知識や技術を習得できる。

 インターンシップを疑似体験できるコンテンツで様々な視点で

プロの技術を間近で繰り返し視聴できる。

概要

VR技術でグローカル人材を育成し、地元での人材不足を解消

地方都市では、地元関連企業において即戦力となる「地元人材」が

恒常的に不足しており、その人材育成が課題となっている。一方、

デザイン分野では、地方にいながら海外に触れ、創造力や感性等も

培うことが求められている。

そこで、バーチャル美術館アプリ、VRペイントアプリ、オリジナルVR

コンテンツを授業に取り入れ、世界的な芸術作品、世界的なブランド

の海外ファッションショー、地元の観光地を疑似体験することで、

グローカル（GLOBAL+LOCAL）な感性を養い、色彩感覚、独自性、

技術力を向上できる教育カリキュラムを構築。

本取組は、地元で就職し、地域経済の発展を支えていく生徒に、より

質の高い技術力を身に付けてもらうことを通じ、地域の発展への

貢献を目指す。

実施機関 学校法人岡学園トータルデザインアカデミー

他分野の専修学校で想定される利活用

地元にいながら海外の取組を疑似体験できる教育コンテンツを

取り入れたい場合に活用可能

VRコンテンツ等の活用により地元にいながら各分野の海外の取組

を疑似体験することができる。360°視野の3D動画は、2D動画よ

りも没入感を得られるため、学習意欲の喚起が期待できる。

VRコンテンツ

生徒

HMD

教室

本事例
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地元経済を支える人材育成のためのＶＲ技術活用（2）

文化・教養分野 【クリエーター】分野名 【職種名】

講義利用シーン

具体的な授業の流れ

バーチャル美術館アプリやVRペイントアプリを活用した授業

▼ 生徒は、デザイン思考を育成する授業で2次元の作品を観たのち、
「なぜこのアーティストはこのような作品を制作したのか？」という
問いに対して、思考を繰り返す。次にVRを使用して3次元で作品を
鑑賞する。2次元で観た際の感想と、3次元で観たあらたな発見に
ついて、意見を共有する。（1コマ目）

▼ 生徒は、デッサンの授業でモチーフの彫刻像の時代背景を教科書
等で学習した後、描く位置を決め、バーチャル美術館アプリで美術
作品を観察し、デッサンをする。（2コマ目）

▼ 生徒は、グラフィックの授業でVRペイントアプリを利用し、立体的
に描写する練習をする。この際、必要に応じて反復練習を行う。
（3コマ目）
※授業の一例を掲載。
※VR機器の準備・片付けの担当者を生徒の中から設定することで、少人数の教員でも

円滑な授業運営が可能。

技術導入前の現状

美術作品への関心や立体物の奥行を観察する力の向上が困難

 世界の美術館・博物館の美術作品を印刷物のみで鑑賞。
そのため、美術作品の立体感や質感の把握は難しく、美術作品へ
の感情移入や関心度の向上への難易度が高い。

立体物の奥行を観察する力の向上が困難
 大理石彫刻などの芸術作品をモチーフとして使用する際、本物を

用意したり、美術館でデッサンを行うことができず、実際の質感や
スケール感を感じながらデッサンを行うことが困難。

絵画作品を立体的に造形する経験や練習回数に制限
 通常、画材を使用しながら作品を描写するため、立体的な造形を

する練習回数に制限。

先端技術の有効性

疑似的な芸術鑑賞により美術作品の特徴を立体的に理解可能
 バーチャル美術館の活用により、世界の美術館・博物館の疑似的な

芸術鑑賞が可能。そのため、平面図で鑑賞するよりも、各美術作品
のスケール感や色彩、質感といった特徴の理解が可能。

 立体映像での鑑賞により、立体物を3Dとして捉える視点が強化。

VRペイントアプリにより絵画作品を立体的に描く技術が強化
 VRペイントアプリの活用により、立体的に描写する技術の習得が

可能。また、画材や空間に制約されることなく繰り返し練習できる
ため、描写技術が向上。

実施機関 学校法人岡学園トータルデザインアカデミー

(左）バーチャル美術館アプリで美術作品を鑑賞しながらデッサンしている様子。

（右）VRペイントアプリで３Ｄアートを制作している様子。

(出所）学校法人岡学園トータルデザインアカデミーよりご提供

本事例
詳細はこちら
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地元経済を支える人材育成のためのＶＲ技術活用（3）

服飾・家政分野 【クリエーター】分野名 【職種名】

講義利用シーン

具体的な授業の流れ

360°動画を活用したファッションショーと衣服制作に関する授業

▼ 生徒は、ファッションショーについて教科書等で学習した後、ＶＲ

ゴーグルを装着しながら世界的なブランドの海外ファッション

ショーに関する360°動画を視聴し、海外のファッションショーを

疑似体験する。（1コマ目）

▼ 生徒は、授業でVRゴーグルを装着し、県外にある業務現場での

衣服制作の全業務工程に関する360°動画を視聴する。この際、

インターンシップのように衣服制作の各工程の業務を疑似体験する

とともに、パターンメイキング・縫製・立体裁断のプロの技術を解説

付きで学習する。（2コマ目）
※授業の一例を掲載。

※VR機器の準備・片付けの担当者を生徒の中から設定することで、少人数の教員でも

円滑な授業運営が可能。

技術導入前の現状

衣服制作の業務の流れを経験する機会が不足

 衣服のデザインからファッションショーで展示されるまでの一連の

業務の流れを生徒が経験できるのは、校内のファッションショーで

自作品を展示する時のみ。

現場実習の機会が不足
 現場実習が可能な縫製工場が県外にあるため、金銭的に複数回の

現場実習を経験することが困難。

現場を意識したパターンメイキングや縫製の技術習得が困難
 デザインした衣服の型を製作する際、一通りの知識と技術は学習

するが、量産・生産を意識したパターンメイキング・縫製の技術習得

が困難。

先端技術の有効性

衣服制作の業務の流れを詳細に、繰り返し学習が可能

 オリジナルVRコンテンツにより、衣服制作の業務の流れを疑似体験

でき、各業務工程の詳細についても繰り返し学習が可能。

校内にいながら現場での制作工程の体験が何度も可能
 オリジナルVRコンテンツにより、業務現場での衣服制作の様子を

360°視野で何度も経験でき、制作プロセスへの理解が深まる。

パターンメイキング・縫製の技術を強化
 VRコンテンツにより、プロの現場で行われている実践的な知識や

技術習得が可能。

実施機関 学校法人岡学園トータルデザインアカデミー

(左・右）VRゴーグルを装着して世界的なブランドの海外ファッションショーや衣服制作の業務

内容に関する360°動画を視聴している様子。

(出所）学校法人岡学園トータルデザインアカデミーよりご提供

本事例
詳細はこちら
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地元経済を支える人材育成のためのＶＲ技術活用（4）

商業実務分野 【マーケッター】分野名 【職種名】

講義利用シーン

具体的な授業の流れ

VR技術を活用した国内外の観光プロモーションに関する授業

▼ 生徒は、観光プロモーションに関する授業で海外の観光地について

教科書等で学習した後、VRゴーグルを装着して海外の観光地に

関する360°動画を視聴する。この際、海外の観光地を疑似体験し

ながら、その観光地の観光プロモーションの方法について学習する。

（1コマ目）

▼ 生徒は、地元の観光地へ取材に行き、その観光地のプロモーション

方法を企画する。（2コマ目）

▼ 生徒は、再び地元の観光地へ赴き、地元の観光地をプロモーション

するための360°動画を撮影し、オリジナルVRコンテンツを制作す

る。（３コマ目）
※授業の一例を掲載。

※VR機器の準備・片付けの担当者を生徒の中から設定することで、少人数の教員でも

円滑な授業運営が可能。

実施機関 学校法人岡学園トータルデザインアカデミー

技術導入前の現状

地元に就職する若手人材が不足

 地元の観光に関する体験型の学習教材の不足により、地元の

良さを体感的に学ぶ学習機会が不足。そのため、生徒は地元で

働く魅力を感じにくく、都市部へ就職。

地元の観光を題材にした学習教材や学習機会が不足

 教材が不足しているため、海外観光客に地元の観光名所や特産

品を発信するための実践的な英会話の学習が困難。

 地元の観光を題材としたプロモーション方法やマーケティング

手法を学ぶ機会がなく、実践的なプロモーション戦略・戦術に

触れる機会が不足。

先端技術の有効性

VRコンテンツ制作を通じて地元で就職する意欲が向上

 地元の観光地をプロモーションする体験型のVRコンテンツを

生徒が制作することで、制作過程で地元に対する興味・関心度

が向上。そのため、地元に愛着を感じ、地元で就職する意欲が

向上。

英語力やプロモーション戦略を身に付けた人材を育成

 海外観光客との英会話が含まれたVRコンテンツの活用により、

海外観光客への応対力、英語力、説明力が向上。

 VRコンテンツの制作を通し、地域創生に必要なプロモーション

戦略・戦術を実践的に学習することが可能。
(左・右）VRゴーグルを装着して360°動画を視聴している様子。

(出所）学校法人岡学園トータルデザインアカデミーよりご提供

本事例
詳細はこちら
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先端技術の導入・活用に向けて
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（出所） 「専修学校における先端技術利活用のためのガイドライン」（閲覧日：2024年1月26日）

https : / /pubpj t .mr i .co . jp/p j t _ re lated/senshuugakkou/t3 lo i400000006vb-at t/2022 _edu01 _02 .pdf より作成

先端技術の導入・活用に向けて（1）

先端技術の導入を検討する前に…

自校に先端技術を導入して利活用する場合、多くのプロセスが生じますが、次のような全てのプロセスに共通す

る考え方が存在します。

1. 先端技術を導入することは目的ではなく手段

先端技術導入の目的は、現状の教育の高度化や、現在直面してい

る課題の解決等、学校により多岐に及びますが、まずはこの目的

を具体化・明確化することが重要です。企画段階から時間が経過

すると、この目的が見失われ、先端技術の導入自体が目的化する

ことがあります。そのため、先端技術導入・利活用に関わる教職員

全員で目的を共有し、定期的に目的に立ち返る機会を設けながら、

一丸となって取り組んでいく必要があります。

2. 技術導入で得られる効果を定期的に評価し、投資対効果

を最大化

先端技術の導入には一定の投資が必要です。この投資に対する

効果を最大化するためには、技術利用時の発現効果を最大化しつ

つ、その技術を長期にわたって活用し続けることが重要となりま

す。そのため、①狙った効果を本当に得られているのか、②持続

可能な運用となっているか、という観点を、定期的に客観的な視

点で評価し、必要に応じ改善活動を行っていく必要があります。

3. 企業や中高生への効果訴求により、持続的な投資を企図

教育の質に対する持続的投資は、生徒を継続して獲得できている

状況があることが前提となることが多いです。【右図】ような教育

効果向上を伴う投資の好循環を実現することで、先端技術の導

入・運用を継続的な取組にしていくことも有効です。

先端技術の
導入・利活用への

投資

企業からの
評価向上／

就職率向上

生徒獲得 教育の質
向上

実践的・専門的な
能力を持つ人材 ・

の輩出 ・

1

2

3

5

4

教育の質向上や、
その結果としての就職率向上

によって実現

【投資の好循環】
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（出所） 「専修学校における先端技術利活用のためのガイドライン」（閲覧日：2024年1月26日）

https : / /pubpj t .mr i .co . jp/p j t _ re lated/senshuugakkou/t3 lo i400000006vb-at t/2022 _edu01 _02 .pdf より作成

先端技術の導入・活用に向けて（2）

5. 既存ノウハウの積極的な活用

文部科学省「専修学校における先端技術利活用実証研究（先端技

術利活用実証プロジェクトにおける実証研究）」の事業では、既に

複数の受託機関が専修学校での先端技術利活用に向けた取組を

行っています。文部科学省ホームページに今年度までの成果が公

開されているので、是非検討にご活用ください。

文部科学省ホームページ

https://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/senshuu/

1280784.htm

4. まずは小規模での試行が必要

先端技術の導入には一定の投資が必要になりますが、一気に生徒

の人数分のデバイスを購入する等の大規模な投資を最初から行

う必要はありません。むしろ、教育効果の発現や、技術面の課題

（ネットワーク環境や機器・システムのスペック、アプリケーション

の互換性等）、運用面の課題（運用体制や機器・システムのメンテ

ナンス、トラブル対応等）を確認するため、まずは授業単位、クラス

単位等の小規模での試行が必要になると考えられます。

先端技術の導入を検討する前に…

自校に先端技術を導入して利活用する場合、多くのプロセスが生じますが、次のような全てのプロセスに共通す

る考え方が存在します。
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（出所） 「専修学校における先端技術利活用のためのガイドライン」（閲覧日：2024年1月26日）

https : / /pubpj t .mr i .co . jp/p j t _ re lated/senshuugakkou/t3 lo i400000006vb-at t/2022 _edu01 _02 .pdf より作成

先端技術の導入・活用に向けて(3)

先端技術の導入に向けた全体の流れ

• 先端技術の導入・利活用の流れにおいて、各プロセスでのポイントや留意すべき点については、例えば以下の

点が挙げられます。

• 自校の状況に応じた計画を行い、PDCAサイクルを意識した導入・利活用を進めることが望ましいでしょう。
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（出所） 「専修学校における先端技術利活用のためのガイドライン」（閲覧日：2024年1月26日）

https : / /pubpj t .mr i .co . jp/p j t _ re lated/senshuugakkou/t3 lo i400000006vb-at t/2022 _edu01 _02 .pdf

「普及啓発コンテンツ（学校協会向け）」（閲覧日：2024年1月26日）

https : / /pubpj t .mr i .co . jp/p j t _ re lated/senshuugakkou/t3 lo i400000006vb-at t/2022 _edu01 _03 .pdf より作成

 先端技術を導入し、効果的かつ継続的に先端技術を利活用するにあたって有効と考えられる活動・アイデ

アを、企画・準備段階から改善までのフローに沿ってガイドラインとして整理しました。

 先端技術は学生の学習に資するほか、教師の負担軽減にも繋がる可能性があります。是非、ガイドライン

を活用し、教育現場をより魅力的なものにしていただけますと幸いです。

先端技術の導入・活用方法はガイドラインでチェック！

ガイドラインは
こちらからチェック！

• 導入前の検討から要点を整理

• 先端技術の導入に際して、
PDCAの各段階のポイントを
解説

• 具体的な導入事例で理解促進

＜ガイドラインをお役立ていただきたい皆様（想定読者）＞

• 先端技術を活用した教育の実施を検討している経営層・管理職の方

• 先端技術の導入・利活用を企画している教職員の方

• 先端技術を活用した授業を行う教員の方

• 先端技術の継続的な運用に向けた企画をしている職員の方 等
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